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　鶫は全長２４ｃｍほどの鳥で、秋に渡来し、５

月ごろシベリア方面へ帰る冬の渡り鳥である。 

　群れをなして山にいた鶫も、平地の岩倉などに

来ると単独で行動することが多い。私の家にも毎

年一羽の鶫がやって来る。また五条川の堤にも毎

日見ることができる。地上では、少し歩いては立

ちどまることをくり返しながらミミズや虫などを

食べる。春の彼岸も近づき、暖かい日が続くと五

条川の堤や休耕田などにタンポポや菜の花が咲き、

ツクシも頭を出して春の到来を知らせてくれる。 

日本画家　大野幹彦　 

【2005岩倉の風景●鶫と春の草花】 
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保健師すこやか日誌 

市政の窓 �

健康教室で生活習慣病を見直そう！ 

木造住宅無料耐震診断を受けて 
地震に備えましょう �

クリーンアップ五条川２００５ 
徘徊高齢者家族支援サービス事業を 
ご存知ですか 
岩倉市行政改革検証委員を募集します 
岩倉市ジュニアオーケストラの団員を募集します 
第２６回民族音楽レクチャーコンサート 
張照翔　二胡コンサート 
市民スペース　ミニステージ・市民ギャラリー情報 
救急救命士を知っていますか 
いわくら愛・地球博ボランティアを募集します 
話してみよう！　スペイン語 
愛・地球博　キューバのパビリオン 
愛・地球博（愛知万博）にご来場される皆さんへ 

岩倉ミニバスケットボールスポーツ少年団 

愛称 
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悠久の時を刻みながら流れる五条川。多くの文化遺産。 
私たちは、この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し、 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます。 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 
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スポーツ大好き！ 

裏表紙 ぶらりいわくら再発見 
八剱町かいわい 

曽野小学校 

音楽連盟わくわくコンサート・子ども将棋 
大会・世界のお惣菜「ロシア編」 

��

��

サワデイ ��

市民のひろば・いわくらネットワーク 

フォトニュース 

��

��

��

学校通信 

暮らしのガイド ��

各種届出時の職業・産業調査にご協力を 
新川流域を特定都市河川流域に指定予定 
不用品データバンク 
携帯電話から１１９番通報の心掛け 
ストップ・ザ交通事故　昨年の交通事故状況 
図書館ニュース 
教育相談、子育て相談、市民相談　ほか 

３月２４日は世界結核デー 
ＢＣＧ接種をお忘れなく 
小児慢性特定疾患治療研究事業による 
医療給付制度の変更 バイク等の廃車などの手続きはお早めに 

自動車の廃車・譲渡などの手続きをお忘れなく 

手続き ��

いわくらフリーマーケット 
史跡公園月釜 
児童館映画会 
ふれあい交流会 
岩倉市市民吹奏楽団定期演奏会 
みのりの会の集い 
郷土研究会公開講演会 
俳句俳画作品展 
松岡伶子バレエ団岩倉研究所発表会 

催し ��

健康 ��

あゆみ教室入園児 
子どもたちと一緒に遊びませんか！ 
公民館嘱託員 
ロビーコンサート企画運営委員 
市民登山教室参加者 
岩倉市配達員 
スポーツ少年団に参加しませんか？ 

募集 ��

相談・その他 ��

乳幼児をもつお父さんお母さん講座 
小学生の春休み歯みがき教室 
春休み子どもクッキング・歯みがき指導 
人権研修会 
フォークダンス講習会 
アイプラザ一宮文化教室 

講座・教室 ��

▲２月３日、市内の各保育園で

豆まきが行われました。中部保

育園では、「鬼はそと、福はう

ち」と園児たちのかわいい声が

響いていました。 
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▲２月３日

豆まきが行

育園では、

ち」と園児

響いていま

岩倉市職員の 

平成１５年度人件費の状況（普通会計決算） 

平成１６年度給与費の状況（普通会計予算） 

平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況（平成１６年４月１日現在） 

初任給の状況（平成１６年４月１日現在） 経験年数・学歴別到達給料月額（平成１６年４月１日現在） 

住民基本台帳人口 
（平成１６年３月３１日現在） 

職員数 
A

区　　分 

区　　分 

大学卒 

岩　倉　市 

決定初任給 
採用２年経過日 
給　料　額 

高校卒 

１７７,４００円 

１４３,３００円 

１９１,４００円 

１６０,２００円 

国 

決定初任給 
採用２年経過日 
給　料　額 

１７０,７００円 

１３８,８００円 

１８４,４００円 

１４８,５００円 

区　　分 

一般行政職 
大学卒 

経験年数１０年 経験年数１５年 経験年数２０年 

高校卒 一般行政職 

２６９,３００円 

２２１,１００円 

３０８,６００円 

２７７,６００円 

３４８,６００円 

３１５,６００円 

一般行政職 

平均給料月額 

※平均給与月額には、扶養・調整・住居・通勤の各手当を含みます。 
※一般行政職とは、税務・水道・消防・栄養士・保健師・看護師・保育士・技能労務職を除いた職です。 

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合の採用後の年数です。 

平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 

技能労務職 

岩 倉 市  

国 

３６１,５５５円 ４４０,２３１円 

４５１,６７２円 

４５.７歳 ２８０,０５３円 ３２７,７８６円 ４３.１１歳 

３２７,５５５円 ４０.２歳 ２８３,３８４円 ４７.９歳 

３７５,５１８円 ４４.２歳 愛 知 県  

３９０人 １,５４５,６５５千円 ３８２,９４０千円 ６７７,７１５千円 ２,６０６,３１０千円 ６,６８３千円 

給　料 職員手当 期末勤勉手当 計　B

給　　　与　　　費 １人当たり給与費 
 

４６,１７５人 

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。 
※実質収支とは、当該年度の歳入総額から歳出総額を差し引いた額です。 

※職員手当には、退職手当を含みません。 
※給与費は、１２月補正後の予算に計上された額です。 

１１,９３５,９８５千円 ４９６,０８５千円 ３,６７２,６５１千円 ３０.８％ ３０.６％ 

歳出額 
A

人件費 
B

人件費率 
B/A

平成１４年度の 
人件費率 

 

実質収支 

B/A

　岩倉市職員の給与は、地方公務員法、その他の法
律の規定に基づき市条例で定められています。さら
に、市議会で給与条例、予算の審議を通じて公にさ
れていますが、市民の皆様にご理解を深めていただ
くためその状況を公表します。 
●問合先　秘書課人事係（☎３８―５８０１）まで。 

給与状況 
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級別職員数（一般行政職）（平成１６年４月１日現在） 

昇給期間短縮の状況 

職員手当の状況（平成１６年４月１日現在） 

特別職の報酬等（平成１６年４月１日現在） 

区　分 

年　度 

区　分 岩　　倉　　市 国 

期末勤勉 
手当支給 
割　　合 

支給期 

６月期 
１２月期 
計 

期末手当 
特定幹部職員 特定幹部職員以外 

１.２０月分 
１.４０月分 
２.６０月分 

１.４０月分 
１.６０月分 
３.００月分 

勤勉手当 
特定幹部職員 特定幹部職員以外 

０.９０月分 
０.９０月分 
１.８０月分 

０.７０月分 
０.７０月分 

同左 

同左 

１.４０月分 

退職手当 

自己都合 
勤続２０年 ２１.００月分 
勤続２５年 ３３.７５月分 
勤続３５年 ４７.５０月分 
最高限度額 ６０.００月分 

２８.０８７５月分 
４３.３３５  月分 
６０.９９０  月分 
６０.９９０  月分 

その他の加算措置　定年前早期退職特例措置（２～２０％加算） 

１人当たり 
平均支給額 ９,１９７千円 ２２,１７７千円 

調整手当 

支 　 　 給 　 　 率  

支 給 対 象 職 員 数  

支給対象職員１人当たり 
平均支給年額（１５年度決算） 

国 の 制 度（ 支 給 率 ） 

１０％ 

３９１人 

４１９,２８０円 

勤務地により０～１２％ 

勧奨・定年 

１５年度 

１４年度 

職員数A

１８３ 

１９１ 

普通昇給期間（１２～２４月）を 
短縮して昇給した職員数　B 比率B/A

１０ 

５ 

５.５ 

２.６ 

９ 級 

８ 級 

７ 級 

６ 級 

５ 級 

４ 級 

３ 級 

２ 級 

１ 級 

　計 

部　　　長 

課　　　長 

主　　　幹 

係長・主査 

主　　　任 

主　　　事 

主　　　事 

主　事　補 

主　事　補 

８ 

２２ 

３５ 

３６ 

３２ 

３１ 

１８ 

１ 

０ 

４.４ 
人 ％ ％ 

％ 

１２.０ 

１９.１ 

１９.７ 

１７.５ 

１６.９ 

９.８ 

０.６ 

０ 

１８３ １００.０ 

４.２ 

１２.６ 

１７.４ 

２０.６ 

１８.４ 

１４.２ 

１２.１ 

０.５ 

０ 

１００.０ 

標準的な職務内容 職員数 構成比 前年の構成比 区　　　分 給料月額等 

給料月額 

期末手当 
支給割合 

期末手当 
支給割合 

市　長 

助　役 

収入役 

９８９,０００円 

８１６,０００円 

７４１,０００円 

市　長 

助　役 

収入役 

  ６月期　　１.６０月分 

１２月期　　１.７０月分 

　計　　　３.３０月分 

加算措置　　  有 

報酬月額 

議　長 

副議長 

議　員 

５１２,０００円 

４６２,０００円 

４３１,０００円 

議　長 

副議長 

議　員 

※岩倉市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。 
※標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。 

※期末・勤勉手当には職務上の段階、職務の級等による加算措置があります。 
※特定幹部職員とは部長・課長相当職の職員です。 
※退職手当の１人当たり平均支給額は、１５年度退職した全職種に係る職員に支給された平均額です。 

※調整手当・特殊勤務手当・時間外勤務手当は普通会計状況です。 
 

特殊勤務 
手　　当 
（１５年度） 

時間外 
勤務手当 

区分 

扶養 
手当 

配偶者 
配偶者以外の扶養親族 
　　　２人までは１人につき 
配偶者が扶養親族ではない場合 
　　　うち１人については 
配偶者がない場合うち１人については 
３人目以降の扶養親族１人につき 
満１６歳の年度初めから満２２歳の 
　　　年度末までの子１人につき 

（１）自宅 

（２）借間・借家 
　　家賃等金額１２,０００円以下 

家賃等金額－１２,０００円※１００円未満切り捨て 
　　家賃等金額１２,０００円超２３,０００円以下 

　　家賃等金額２３,０００円超５５,０００円以下 

　　家賃等金額５５,０００円超　 

　　  （家賃等金額－２３,０００円）÷２＋１１,０００円 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ※１００円未満切り捨て 

　　ただし、新築・購入後５年間 
２,５００円 
３,５００円 

無支給 

新築・購入 
後５年間 
２,５００円 

１３,５００円 

同　左 

同　左 

６,０００円 

６,５００円 
１１,０００円 
５,０００円 

５,０００円加算 

住居 
手当 

岩　　倉　　市 国 

１５年度 
支　　　給　　　総　　　額 

支給職員１人当たり平均支給年額 

４２,８３０千円 

１４０千円 

区　　　分 

職員全体に占める手当支給職員の割合 

支給対象職員１人当たり平均支給年額 

手 当 の 種 類 （ 手 当 数 ）  

代表的な 
手当の名称 

支給額の多い手当 
多くの職員に支給され 
ている手当 

衛生手当 

税務手当 

全職種 

４６.９％ 

２６,６９９円 

１０ 

  ６月期　　１.６０月分 

１２月期　　１.７０月分 

　計　　　３.３０月分 

加算措置　　  有 
人 人 

２７,０００円 

自己都合 勧奨・定年 
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職員数および増減状況 

区

年

区

期
手
割

退

調

１

１

通勤 
手当 

岩　　　　倉　　　　市 

（１）交通機関等利用者 

（２）交通用具利用者 

（３）交通機関等と交通用具の利用者 

区　　分 

部　　門 

議　会 

総務企画 

税　務 

民　生 

衛　生 

労　働 

農林水産 

商　工 

土　木 

教　育 

消　防 

水　道 

下水道 

その他 

４ 

５９ 

１９ 

１４８ 

４８ 

０ 

８ 

４ 

３４ 

４ 

６０ 

１８ 

１４４ 

４５ 

０ 

８ 

４ 

３２ 

４ 

６３ 

１８ 

１３３ 

４５ 

０ 

８ 

４ 

３０ 

０.９ 

１４.９ 

４.３ 

３１.４ 

１０.７ 

０ 

１.９ 

０.９ 

７.１ 

５０ 

４５ 

４９ 

４６ 

４２ 

４５ 

９.９ 

１０.７ 

４１９ ４１０ ３９２ ９２.７ 

１６ １５ １４ ３.３ 

５ ５ ４ ０.９ 

１５ １５ １３ ３.１ 

４５５ ４４５ ４２３ 

０ 

－２ 

０ 

－３ 

－１ 

０ 

－１ 

０ 

０ 

０ 

１ 

－１ 

－４ 

－３ 

０ 

０ 

０ 

－２ 

０ 

３ 

０ 

－１１ 

０ 

０ 

０ 

０ 

－２ 

－１ 

０ 

－１ 

１ 

－７ 

－１ 

－８ －９ －１８ 

０ －１ －１ 

０ ０ －１ 

－1 ０ －２ 

－９ －１０ －２２ 

０ 

８ 

０ 

２ 

０ 

０ 

０ 

０ 

１ 

０ 

５ 

０ 

１３ 

０ 

０ 

０ 

０ 

３ 

０ 

３ 

０ 

－１１ 

０ 

０ 

０ 

０ 

－２ 

０ 

２ 

７ 

３ 

－７ 

－１ 

１４ ３２ －１８ 

０ １ －1

０ １ －１ 

０ ２ －２ 

組織機構改革等に伴う異動 

退職不補充 

事務見直しによる減 

事務見直しによる減 

事務見直しによる減 

事務見直しによる減 

事務見直しによる減 

事務見直しによる減 

１４ ３６ －２２ １００.０ 

一　般 

行　政 

部　門 

特別行政 

部　門 

公営企業 

等部門 

合　　計 

普通会計計 

職　　員　　数 

１４年 １５年 １６年 １４年 １５年 １６年 増員数 減員数 差引 主な増減理由 構成比 

対前年増減数 平成１６年の職員数の増減状況 

（１）と（２）の合計額であり、支給区分は（１）に同じ 

（３）交通機関等と交通用具の利用者 

同　　　　左 

運賃等の額５５,０００円以下 

通勤距離片道 

２��未満 
２��以上  ５��未満 

３,５００円 
６,０００円 

５��以上  ８��未満 ７,５００円 
８��以上１１��未満 ９,５００円 
１１��以上１４��未満 １１,０００円 
１４��以上１７��未満 １２,０００円 
１７��以上２０��未満 １３,０００円 
２０��以上２３��未満 １４,０００円 
２３��以上２６��未満 １５,０００円 
２６��以上２９��未満 １６,０００円 
２９��以上３２��未満 １７,０００円 
３２��以上３５��未満 １８,０００円 
３５��以上３８��未満 １９,０００円 

５５,０００円超 
実　額 

５５,０００円 

（１）交通機関等利用者 

（２）交通用具利用者 

同　　　　左 

国 

※岩
※標

（備考）職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員法の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。 

※期
※特
※退

※調

勤

人 人 人 人 人 人 人 人 人 ％ 

３８��以上４４��未満 ２１,０００円 
４４��以上５０��未満 ２３,０００円 
５０��以上 ２４,５００円 

２��未満 
２��以上  ５��未満 

不支給 
２,０００円 

５��以上１０��未満 ４,１００円 
１０��以上１５��未満 ６,５００円 
１５��以上２０��未満 ８,９００円 
２０��以上２５��未満 １１,３００円 
２５��以上３０��未満 １３,７００円 
３０��以上３５��未満 １６,１００円 
３５��以上４０��未満 １８,５００円 
４０��以上４５��未満 ２０,９００円 
４５��以上５０��未満 ２１,８００円 
５０��以上５５��未満 ２２,７００円 
５５��以上６０��未満 ２３,６００円 
６０��以上 ２４,５００円 
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平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
亡
く

な
っ
た
人
の
８
割
以
上
が
建
物
の
倒
壊
等
に
よ
る

圧
迫
死
や
窒
息
死
で
し
た
。
特
に
昭
和
５６
年
以
前

の
旧
建
築
基
準
で
建
て
ら
れ
た
木
造
住
宅
に
大
き

な
被
害
が
出
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
昨
年
１０
月
２３
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中

越
地
震
で
も
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
、
ま
た
、

数
多
く
の
建
物
が
倒
壊
し
被
害
を
受
け
ま
し
た
。 

　
東
海
地
震
、
東
南
海
・
南
海
地
震
な
ど
の
大
規

模
地
震
が
近
い
将
来
発
生
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る

今
、
自
分
で
身
を
守
る
た
め
に
、
住
宅
の
耐
震
対

策
が
必
要
と
な
り
ま
す
。 

　
地
震
で
尊
い
命
を
失
わ
な
い
よ
う
に
、
住
宅
の

耐
震
診
断
を
受
け
て
わ
が
家
の
耐
震
性
を
知
り
、

耐
震
改
修
を
す
る
な
ど
必
要
な
備
え
を
し
ま
し
ょ
う
。 

専
門
家
に
よ
る
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震

診
断
を
行
っ
て
い
ま
す 

　
岩
倉
市
で
は
、
木
造
住
宅
の
無
料
耐
震
診
断
を

実
施
し
て
い
ま

す
の
で
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。 

●
対
象
と
な
る

建
築
物
　
次
の

す
べ
て
に
該
当

す
る
建
築
物 

①
建
築
時
期
が

昭
和
５６
年
５
月

３１
日
以
前
に
着

工 ②
構
造
が
木
造

で
２
階
建
て
以

下
（
鉄
骨
造
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
な
ど
は

対
象
外
） 

③
構
法
が
在
来

軸
組
構
法
ま
た

は
伝
統
構
法

（
ツ
ー
バ
イ
フ

ォ
ー
、
木
質
パ

 南海トラフ沿いに起きた 
巨大地震の震源域 

木造住宅無料耐震診断木造住宅無料耐震診断を
受けて 

地震地震に備え備えましょ
う 木造住宅無料耐震診断木造住宅無料耐震診断を

受けて 

地震地震に備え備えましょ
う 木造住宅無料耐震診断を

受けて 

地震に備えましょ
う 
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ネ
ル
構
法
な
ど
は
対
象
外
） 

④
用
途
が
戸
建
て
専
用
・
併
用
住
宅
、
長
屋
、
共

同
住
宅
（
た
だ
し
、
空
家
は
対
象
外
） 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
に
用
意
し
て
あ
る

簡
易
耐
震
診
断
票
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

●
申
請
者
　
住
宅
の
所
有
者 

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
に
は
補
助
金
が

出
ま
す 

　
無
料
耐
震
診
断
等
の
結
果
、
倒
壊
の
危
険
が
あ

る
と
判
断
さ
れ
た
昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
着

工
さ
れ
た
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
工
事
を
実
施
す

る
人
に
対
し
て
、
耐
震
改
修
工
事
費
を
補
助
し
ま

す
。 

●
対
象
と
な
る
建
築
物
　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
建
築
物 

①
岩
倉
市
が
実
施
す
る
無
料
耐
震
診
断
に
お
い
て
、

総
合
判
定
が
０
・
７
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、

総
合
判
定
を
１
・
０
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事 

②
　
愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
が
実
施
す
る

住
宅
耐
震
（
現
地
）
診
断
に
お
い
て
、
得
点
が
６０

点
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、
総
合
判
定
を

１
・
０
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事
（
た
だ
し
、

耐
震
改
修
工
事
以
外
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
対
象

外
） 

●
補
助
の
金
額
　
１
棟
あ
た
り
６０
万
円
を
限
度
と

し
ま
す
（
た
だ
し
、
６０
万
円
未
満
の
場
合
は
、
そ

の
金
額
と
な
り
ま
す
）
。 

●
申
込
方
法
　
土
木
課
建
築
係
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。 

●
問
合
先
　
土
木
課
建
築
係
（
☎
３
８
―
５
８
１

３
）
ま
で
。 

昭
和
５６
年
以
降
の
木
造
住
宅
な
ら
耐
震

診
断
し
な
く
て
も
大
丈
夫
？ 

　
昭
和
５６
年
以
降
の
木
造
住
宅
で
も
建
物
の
形
状

が
複
雑
だ
っ
た
り
、
吹
き
抜
け
や
広
い
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の

あ
る
間
取
り
だ
っ
た
り
す
る
場
合
は
、
耐
震
性
が

十
分
で
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

　
　
愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
階
建

て
以
下
で
構
法
が
在
来
軸
組
構
法
の
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
（
有
料
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

●
問
合
先
　
　
愛
知
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー
（
☎

０
５
２
―
２
６
４
―
４
０
５
１
）
ま
で
。 

（財） （財） 

（財） 

耐震診断の流れ 

簡易耐震診断票で簡易自己診断を 
していただきます 

耐震診断員が現地調査を行います 

市役所土木課建築係へ診断申込 

パソコンによる耐震チェック 

診断結果をお知らせします 

わが家の耐震性 わが家の耐震性 

住宅の耐震診断・改修トラブルにご注意を!

Ｑ１　家が建てられたのはいつですか？ 
　Ａ　昭和５７年以降 
　Ｂ　昭和５６年以前 
Ｑ２　家が建っているところの地盤は？ 
　Ａ　強い 
　Ｂ　弱い 
Ｑ３　建物の基礎は？ 
　Ａ　鉄筋コンクリート基礎 
　Ｂ　鉄筋コンクリート基礎以外 
Ｑ４　壁の配置は？ 
　Ａ　建物全体にバランスよく、四隅に配置されている。 
　Ｂ　壁が少なく、外壁はほとんど窓やとびらになっている。 
Ｑ５　建物の形は？ 
　Ａ　単純な形 
　Ｂ　凸凹の多い複雑な形 
Ｑ６　建物に次のような症状がありますか？ 
・基礎や土台の部分が腐ったり、シロアリに食われている。 
・屋根の棟の線や、軒先の線が波打っている。 
・柱が傾いたり、建付けが悪い。 
・鉄筋コンクリートのひび割れから赤さびが出ている。 
　Ａ　ある 
　Ｂ　ない 

以上の６問すべてがＡであれば、ひとまず安心です。 
Ｂが１つでもある場合は、専門家による耐震診断を受けたほうが 
良いと思われます。 

　耐震改修工事を勧誘するために、各家庭を訪問する業者がある
ことが報告されています。これらの業者の中には、「無料の耐震
診断」を行うことをきっかけに強引な勧誘を行ったり、法外な費
用を請求したりするものもあり、契約にあたっ
ては、注意が必要です。岩倉市が行っている耐
震診断は、無料で診断員を派遣しています。直
接市役所へお申し込みください。 
　訪問販売による契約の場合、８日以内ならク
ーリング・オフ（無条件で契約解除）ができ、
契約書面にクーリング・オフの記載がない場合
は、８日を過ぎていてもクーリング・オフがで
きます。 

トラブルに遭わないための心得 
①その場ですぐ契約しないで、その内容をじっくり
検討して家族や知人、知り合いの建築関係者ともよ
く相談しましょう。 
②「無料耐震診断」などの宣伝には十分注意し、安
易な気持ちで頼まないようにしましょう。 
③工事に当たっては書面（契約書・図面・工事見積
書など）により契約を交わします。契約を急がせる
業者は要注意です。 

木造住宅無料耐震診断を
受けて 

地震に備えましょ
う 木造住宅無料耐震診断を

受けて 

地震に備えましょ
う 
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岩
倉
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
ば
五
条
川
と
桜
並
木
。

暮
ら
し
に
潤
い
を
与
え
て
く
れ
る
市
民
共
通
の
財

産
で
す
。
一
時
期
多
く
見
ら
れ
た
大
型
の
ご
み
は

減
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
ポ
イ
捨
て
ご
み
の
空

き
缶
、
空
き
ビ
ン
、
時
に
は
自
転
車
や
バ
イ
ク
等

も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。 

　
岩
倉
の
水
辺
を
守
る
会
は
、
今
年
で
２０
回
目
と

な
る
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
五
条
川
（
河
川
清
掃
）
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
桜
の
シ
ー
ズ
ン

に
先
が
け
、
私
た
ち
の
五
条
川
を
み
ん
な
で
き
れ

い
に
し
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

●
と
き
　
３
月
１２
日
　
午
前
９
時
３０
分
〜
（
雨
天

の
場
合
は
３
月
１９
日
　
に
順
延
） 

●
集
合
場
所
　
次
の
う
ち
、
お
近
く

の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

★
お
祭
り
広
場
（
セ
レ
モ
ニ
ー
会
場
） 

★
曽
野
休
憩
所
（
南
会
場
） 

★
東
町
休
憩
所
（
中
会
場
） 

★
石
仏
休
憩
所
（
北
会
場
） 

●
そ
の
他
　
終
了
後
に
青
空
昼
食
会

（
五
目
ご
飯
・
豚
汁
）
を
予
定
し
て

い
ま
す
。 

●
問
合
先
　
岩
倉
の
水
辺
を
守
る
会

奥
田
（
☎
３
７
―
０
７
２
３
）
ま
た

は
、
環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係
（
☎

３
８
―
５
８
０
８
）
ま
で
。 

       

　
岩
倉
市
で
は
、
認
知
症
（
痴
ほ
う
）
の
高
齢
者

が
徘
徊
し
た
場
合
、
早
期
に
発
見
で
き
る
仕
組
み

を
活
用
し
て
、
そ
の
居
場
所
を
家
族
に
伝
え
る
、

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
こ
の
事
業
は
、
行
方
不
明
の
恐
れ
の
あ
る
認
知

症
（
痴
ほ
う
）
の
高
齢
者
に
居
場
所
を
発
信
す
る

端
末
機
を
貸
し
出
し
て
、
電
話
や
フ
ァ
ク
ス
で
位

置
情
報
を
お
伝
え
す
る
も
の
で
す
。 

　
ご
家
族
の
ご
要
望
に
よ
り
、
市
の
指
定
す
る
タ

ク
シ
ー
車
両
が
利
用
者
を
発
見
・
保
護
し
、
自
宅

ま
で
送
り
届
け
る
（
有
料
）
こ
と
も
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

●
対
象
者
　
６５
歳
以
上
で
要
介
護
・
要
支
援
認
定

を
受
け
た
徘
徊
行
動
の
あ
る
高
齢
者
を
介
護
し
て

い
る
人 

●
費
用
　
５
３
０
円
（
１
か
月
） 

※
タ
ク
シ
ー
車
両
を
利
用
す
る
場
合
は
、
別
途
料

金
が
か
か
り
ま
す
。 

●
申
込
・
問
合
先
　
生
き
が
い
課
介
護
保
険
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
１
）
ま
で
。 

                    

（土） 

（土） 

み
ん
な
の
五
条
川
を
き
れ
い
に 

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
五
条
川 

２
０
０
５ 

お
年
寄
り
の
徘
徊
で
お
困
り
の
皆
さ
ん
へ 

徘
徊
高
齢
者
家
族
支
援
サ
ー 

ビ
ス
事
業
を
ご
存
知
で
す
か 

は
い
　
か
い 

岩倉市行政改革検証委員を募集します 岩倉市行政改革検証委員を募集します 
　岩倉市では、第２次岩倉市行政改革大綱および行政改革実施計画に基づい
て行政改革の推進を図っています。その進捗状況について公正かつ中立的な
立場から検証を行うため、行政改革検証委員を募集します。会議は年２回程
度で、委員の任期は３年です。 
●応募資格　市内にお住まいで、２０歳以上６５歳以下の人 
●募集人数　４人（応募多数の場合は、調整のうえ決定させていただきます） 
●募集期間　３月８日（火）～１８日（金）午前８時３０分～午後５時（土・
日曜日は除く） 
●謝　　礼　日額７，４５０円 
●応募・問合先　行政課行政係（☎３８―５８０４）まで。 
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●
市
政
の
窓
●
 

は

環
境
保
全
課
環
境
啓
発
係
（
☎

３
８
―
５
８
０
８
）
ま
で
。 

い
る
人 

●
費
用
　
５
３
０
円
（
１
か
月
） 

  

       

　
平
成
１３
年
に
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。 

　
現
在
の
団
員
数
は
５１
人
。
団
員
は
、
セ
ン
ト
ラ

ル
愛
知
交
響
楽
団
指
導
の
も
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
演

奏
会
に
向
け
て
一
生
懸
命
練
習
に
励
ん
で
お
り
、

時
に
は
合
宿
や
強
化
練
習
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
よ
り
充
実
し
た
演
奏
を
行
う
た
め
、
次
の

と
お
り
団
員
を
募
集
し
ま
す
。 

募
集
内
容 

①
単
科
（
初
心
者
）
ク
ラ
ス 

●
募
集
パ
ー
ト 

★
弦
楽
器
…
バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、

コ
ン
ト
ラ
バ
ス 

★
木
管
楽
器
…
フ
ァ
ゴ
ッ
ト 

★
金
管
楽
器
…
ホ
ル
ン
、
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン 

★
打
楽
器
…
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン 

●
募
集
人
数
　
各
パ
ー
ト
と
も
数
人 

●
対
象
　
市
内
に
お
住
ま
い
の
小
３
〜
中
３
の
初

心
者 

※
希
望
に
よ
り
楽
器
を
貸
し
出
し
ま
す
。 

②
合
奏
（
経
験
者
）
ク
ラ
ス 

●
募
集
パ
ー
ト 

★
弦
楽
器
…
バ
イ
オ
リ
ン
、
ビ
オ
ラ
、
チ
ェ
ロ
、

コ
ン
ト
ラ
バ
ス 

★
木
管
楽
器
…
フ
ル
ー
ト
、
オ
ー
ボ
エ
、
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト 

★
金
管
楽
器
…
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
、
ホ
ル
ン
、
ト
ロ

ン
ボ
ー
ン 

★
打
楽
器
…
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン 

●
募
集
人
数
　
各
パ
ー
ト
と
も
数
人 

●
対
象
　
小
４
〜
高
１
経
験
者 

※
自
分
で
楽
器
を
持
っ
て
お
り
、
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ

と
中
級
程
度
の
曲
が
演
奏
で
き
る
人 

●
応
募
方
法
　
市
役
所
生
涯
学
習
課
、
公
民
館
、

総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ
る
応
募

用
紙
に
記
入
の
う
え
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
（
申
し

込
み
に
は
、
保
護
者
の
同
意
が
必
要
で
す
）
。 

●
応
募
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
郵
送
可

〒
４
８
２
―
８
６
８
６
（
住
所
不
要
）
市
役
所
生

涯
学
習
課
文
化
振
興
係
） 

●
応
募
締
切
日
　
３
月
１５
日
　
（
必
着
） 

オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン 

●
と
き
　
３
月
２２
日
　
午
後
５
時
３０
分
〜 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
大
会
議
室 

●
内
容 

★
単
科
ク
ラ
ス
…
簡
単
な
音
感
テ
ス
ト
、
面
接 

★
合
奏
ク
ラ
ス
…
実
技
テ
ス
ト
（
自
分
の
得
意
な

曲
を
１
曲
演
奏
）
、
面
接 

●
持
ち
物
　
楽
譜
・
楽
器
（
合
奏
ク
ラ
ス
の
み
） 

※
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
、
保
護
者
（
ま
た
は
近
親

者
）
同
伴
で
ご
出
席
く
だ
さ
い
。 

練
習 

●
練
習
日
　
単
科
ク
ラ
ス
、
合
奏
ク
ラ
ス
と
も
日

曜
日
（
月
２
回
程
度
と
集
中
練
習
） 

●
練
習
会
場
　
消
防
署
な
ど 

●
指
導
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

       

　
「
二
胡
」
は
中
国
で
伝
統
的
な
楽
器
の
代
表
の

一
つ
で
、
１
３
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
、
中

国
を
代
表
す
る
弦
楽
器
で
す
。
音
色
が
ゆ
た
か
で

優
し
く
、
と
き
に
は
悲
し
い
場
面
に
も
似
合
い
、

東
洋
の
バ
イ
オ
リ
ン
と
も
言
わ
れ
て
い
る「
二
胡
」

を
、
今
回
は
、
楽
器
の
お
話
も
交
え
な
が
ら
「
四

胡
」
「
馬
頭
琴
」
と
共
に
お
贈
り
し
ま
す
。 

　
入
場
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。 

●
と
き
　
３
月
２１
日
　
午
後
２
時
３０
分
開
場
、
午

後
３
時
開
演 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ

ー
ル 

●
出
演
者
　
張
照
翔
（
二
胡
、
四
胡
、
馬
頭
琴
）
、

　
田
裕
受
子
（
キ
ー
ボ
ー
ド
）
、
神
谷
朋
和
（
パ

ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
） 

●
主
な
曲
　
愛
の
挨
拶
、
川
の
流
れ
の
よ
う
に
、

月
の
砂
漠
　
ほ
か 

●
入
場
料
　
無
料 

●
定
員
　
４
０
０
人 

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
入
場
を
お
断
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係
（
☎
３
８

―
５
８
１
９
）
ま
で
。 

 

岩
　岩
て行
立場
度で
●応
●募
●募
日曜
●謝
●応

岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー 

ケ
ス
ト
ラ
の
団
員
を 

募
集
し
ま
す 

（火） 

（火） 

第
２６
回 

民
族
音
楽
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

張
照
翔
　
二
胡
コ
ン
サ
ー
ト 

ち
ょ
う
　
し
ょ
う
　
し
ょ
う 

よ
し
　

だ
　
ゆ
　
う
　
こ 

か
み
　
や
　
と
も
か
ず 

（月） 

　市役所１階には、情報サロンやミニステージ、児童コー
ナー、２階には市民ギャラリーやレストランなど、市民の
皆さんに利用していただけるスペースがあります。皆さん、
ぜひ、ご利用ください。 

●と　き　３月１２日（土）午前１０時３０分～１１時３０分 
●出演者　セントラル愛知交響楽団（石田まり子、瀬戸和夫、
榊原利彦、長谷部沙恵） 
●内　容　マリンバアンサンブル 
●主な曲　ドボルザーク／スラブ舞曲集より、ピアソラ／オ
ブビリアン　ほか 
●問合先　生涯学習課文化振興係（☎３８―５８１９）まで。 

ミニステージ 
【世界の舞曲第３弾～セントラル愛知交響楽団による 
　マリンバアンサンブル～】 

●と　き　２月２８日（月）～３月１２日（土） 
●問合先　丹羽（☎６６―３３３５）まで。 

●と　き　３月１４日（月）～２７日（日） 
●問合先　保健センター（☎３７－３５１１）まで。 

●と　き　３月２８日（月）～４月９日（土） 
●問合先　神山（☎６６―０６９３）まで。 

市民ギャラリー 
【第６８回岩倉絵画同好会作品展】 

【岩倉市健康づくりシンボルマーク応募作品展】 

【桜まつり協賛　書道連盟作品展】 
 

いし　だ こ せ　と　かず　お 

さかきばらとしひこ は　せ　べ　さ　え 

平成17年3月1日 9
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尾張北部地区メディカルコントロール協議会会長　 

小牧市民病院副院長　小川　裕 
お　　がわ　　　　 　　ゆたか 

                               

救
急
救
命
士
の
誕
生 

　
皆
さ
ん
は
救
急
救
命
士
と
い
う
職
業
を
ご
存
知

で
し
ょ
う
か
。 

　
救
急
医
療
で
は
、
救
急
車
到
着
現
場
か
ら
病
院

到
着
ま
で
に
、
初
期
対
応
が
適
切
に
行
わ
れ
る
か

ど
う
か
が
、
救
急
患
者
の
社
会
復
帰
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
最
初
に
現
場
に
か

け
つ
け
る
救
急
隊
員
の
役
割
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

さ
れ
、
平
成
３
年
に
救
急
救
命
士
制
度
が
発
足
し

ま
し
た
。 

　
救
急
業
務
に
長
年
従
事
し
た
経
験
豊
富
な
救
急

隊
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
救
急
疾
患
に
対
応
で
き
る

よ
う
な
教
育
と
救
急
病
院
で
の
実
習
を
修
了
し
た

後
、
国
家
試
験
に
合
格
し
、
救
急
救
命
士
と
な
り

ま
す
。 

　
救
命
士
は
単
な
る
「
救
急
車
の
運
び
屋
」
で
は

な
く
、
時
間
と
と
も
に
変
化
す
る
救
急
患
者
の
症

状
を
的
確
に
把
握
し
、
救
急
病
院
の
医
師
と
連
絡

を
取
り
な
が
ら
、
気
道
確
保
、
酸
素
投
与
、
止
血

処
置
を
し
な
が
ら
患
者
を
病
院
へ
搬
送
し
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
心
不

全
や
喘
息
な
ど
の
呼
吸
困
難
な
患
者
や
事
故
に
よ

る
外
傷
患
者
の
搬
送
が
、
よ
り
安
全
に
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

救
急
業
務
の
高
度
化
へ
の
歩
み 

　
救
急
救
命
士
制
度
が
確
立
さ
れ
て
１０
年
以
上
が

経
ち
ま
し
た
が
、
救
急
医
療
最
大
の
目
標
で
あ
る

心
肺
機
能
の
停
止
し
た
患
者
の
救
命
成
績
は
、
期

待
さ
れ
た
ほ
ど
に
は
向
上
し
ま
せ
ん
で
し
た
。 

　
こ
の
た
め
救
命
士
が
、
医
師
の
指
示
を
待
た
な

い
で
、
よ
り
高
度
な
救
命
処
置
が
行
え
る
よ
う
に

法
律
が
改
正
さ
れ
、
平
成
１５
年
４
月
か
ら
施
行
さ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
心
肺
停
止
の
原
因
の
う
ち
、
素

早
い
救
命
処
置
に
よ
り
回
復
可
能
な
心
室
細
動
と

心
室
頻
拍
（
心
臓
が
震
え
て
い
る
よ
う
な
動
き
を

す
る
だ
け
で
血
液
を
全
身
に
送
り
出
せ
な
い
致
命

的
な
不
整
脈
）
に
対
し
て
は
、
発
見
と
同
時
に
電

気
シ
ョ
ッ
ク
を
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
救
命
処
置
を
救
命
士
が
正
し
く
行
え
る
よ

う
に
す
る
た
め
、
尾
張
北
部
地
域
で
は
、
小
牧
市

民
病
院
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
２
次
救
急

病
院
の
先
生
の
協
力
を
得
て
、
昨
年
度
は
４
回
の

教
育
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
さ
ま
ざ
ま
な
心
肺
停
止
状
態
に
対
応
で
き
る
よ

う
に
講
習
を
受
講
し
、
実
技
を
行
っ
た
う
え
で
試

験
を
受
け
、
合
格
し
た
救
命
士
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
含
め
た
心
肺
蘇
生
処
置
を
行
う
こ
と
が
許
可
さ

れ
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
２
次
救
急
病
院
の
指
導
医
の
先
生
に
お

願
い
し
、
救
命
士
の
医
療
行
為
が
適
切
で
あ
っ
た

か
ど
う
か
の
検
証
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
制
度
は
平
成
１６
年
４
月
か
ら
本
格
的
に
運

用
さ
れ
て
お
り
、
心
肺
停
止
患
者
の
救
命
成
績
の

向
上
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

さ
ら
な
る
成
績
向
上
を
目
指
し
て 

　
欧
米
の
救
命
士
に
は
認
め
ら
れ
て
い
て
、
日
本

の
救
命
士
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
救
命
処
置
の
ひ

と
つ
に
、
人
工
呼
吸
を
す
る
た
め
の
管
を
気
管
内

に
挿
入
す
る
処
置
（
気
管
挿
管
）
が
あ
り
ま
す
。 

　
心
臓
機
能
が
停
止
し
、
呼
吸
が
で
き
な
い
心
肺

停
止
患
者
の
治
療
で
は
、
電
気
シ
ョ
ッ
ク
と
と
も

に
気
管
挿
管
を
し
て
、
確
実
な
人
工
呼
吸
を
行
う

こ
と
は
救
命
の
た
め
の
必
要
不
可
欠
な
処
置
で
す
。 

　
平
成
１６
年
７
月
か
ら
、
講
習
と
実
技
に
よ
る
十

分
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
救
命
士
に
、
救
急

現
場
で
の
心
肺
停
止
患
者
に
限
っ
て
気
管
挿
管
が
、

よ
う
や
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

　
愛
知
県
で
は
県
内
の
各
消
防
本
部
よ
り
推
薦
さ

れ
た
救
命
士
に
、
す
で
に
講
習
と
実
技
指
導
を
行

い
、
現
在
、
麻
酔
指
導
医
の
い
る
病
院
で
の
実
習

を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
小
牧
市
民
病
院
で
も
麻
酔
指
導
医
の
も
と
で
実

習
を
行
っ
て
お
り
、
救
急
救
命
の
さ
ら
な
る
成
績

向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　  

ぜ
ん 

そ
く 

ひ
ん
ぱ
く 

岩倉市に気管挿管ができる救急救命士が誕生 
　心肺停止患者に確実な人工呼吸を行う
「気管挿管」。この処置ができる救急救
命士が消防本部に誕生しました。 
　愛知県消防学校で６２時間の講習を受
けた後、小牧市民病院で３０症例以上の
実習を重ね、愛知県の認定を受け、川松
元包消防士長が２月から救急の現場に復
帰します。 
　尾張北部地区では小牧市消防本部の救
命士に続き、２人目の誕生となりました。 

救急救命士を知っていますか

かわ まつ 

もと かね 
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い
よ
い
よ
愛
・
地
球
博
開
幕
の
直
前
と
な
り
ま

し
た
が
、
岩
倉
市
で
は
開
催
期
間
中
、
さ
ま
ざ
ま

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
予
定
で
す
。 

　
そ
こ
で
、
現
在
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
メ
ン
バ

ー
と
共
に
、
愛
・
地
球
博
の
成
功
を
目
指
し
、
盛

り
上
げ
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

ま
す
。 

●
募
集
お
よ
び
活
動
内
容 

語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

①
通
訳
を
必
要
と
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
の
サ
ポ
ー
ト 

②
ス
ペ
イ
ン
語
講
座
の
講
師 

イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ 

①
愛
・
地
球
博
の
啓
発
活
動 

②
会
場
整
理
、
交
通
整
理 

③
環
境
・
美
化
活
動 

④
そ
の
他 

●
活
動
場
所
　
岩
倉
市
内
の
各
イ
ベ
ン
ト
会
場
お

よ
び
博
覧
会
会
場 

●
活
動
期
間
　
９
月
２５
日
　
ま
で
（
随
時
） 

●
活
動
時
間
　
原
則
と
し
て
１
日
８
時
間
以
内 

●
募
集
人
数
　
１
０
０
人
程
度 

●
待
遇
　 

★
報
酬
・
交
通
費
…
無
償
で
の
活
動
を
お
願
い
し

ま
す
。 

★
食
事
代
…
各
イ
ベ
ン
ト
で
食
事
が
必
要
な
場
合

は
、
こ
ち
ら
で
準
備
し
ま
す
。 

★
保
険
代
…
各
イ
ベ
ン
ト
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
し
て
い
た
だ
け
る
全
員
を
対
象
に
事
務
局
で

加
入
し
ま
す
。 

●
応
募
条
件
　
高
校
生
以
上
の
人 

●
募
集
期
限
　
５
月
３１
日 

●
応
募
方
法
　
「
い
わ
く
ら
愛
・
地
球
博
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
登
録
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
、
商
工
農

政
課
窓
口
に
用
意
し
て
あ
る
ほ
か
、
岩
倉
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
（
電
話
で
の

登
録
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
）
。 

★
岩
倉
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス 

http://w
w
w
.city.iw

akura.aichi.jp/ 

●
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係

（
☎
３
８
―
５
８
１
２
）
ま
で
。 

 

（日） 

（火） 

い
わ
く
ら
愛
・
地
球
博
ボ
ラ 

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す 

　岩倉市では、愛・地球博フレンドシップ交流相手国キュー
バの公用語であるスペイン語を市民の皆さんに親しんでいた
だくため、いわくら愛・地球博『語学』ボランティアによる
「話してみよう！　スペイン語」を開催しています。 
●とき　３月４日（金）午後６時３０分～７時３０分 
●ところ　市役所７階大会議室 
●内容　話そう！　歌おう！ 
●定員　８０人程度 
●参加料　無料 
●申込方法　３月３日（木）までに商工農政課へ直接または、
電話でお申し込みください。 
●問合先　商工農政課商工観光係（☎３８―５８１２）まで。 

話してみよう！　スペイン語 

　３月２５日からいよいよ愛知万博が始まります。参加
する各国、各企業とも日々開会に向けていそしんでいる
ことと思います。 
　岩倉市と一市町村一国フレンドシップ事業を行ってい
るキューバはどのような展示を行う予定なのか、当地キ
ューバの商工会議所にたずねてみました。 
　１月現在の予定では、パビリオンは美しいハバナ旧市
街の町並み仕立てにし、その中で大きく分けて二つの展
示を行うということです。一つはキューバの「自然と人
的資源」についての概要で、もう一つは「環境」につい
てです。 
　キューバの「自然と人的資源」についての展示では、
キューバの気候、人口構成の特徴、教育、医療、スポー
ツ分野において達成されたデータを公開するということ
です。 
　「環境」分野の展示では、その中でまた５つのテーマ
が設けられています。 
　一つ目は、自然と生命に関するもので、ここではキュ
ーバの医療技術の進歩、感染病対策等、医療に関するバ
イオテクノロジーと科学についての展示が行われます。 
　二つ目のテーマは、「社会と文化」と名付けらており、
キューバが植民地化の後に多人種社会になったことによ
って、新しい文化が形成されてきた歴史について取り上

げられます。ここではキューバ音楽も紹介され、音楽バ
ンドの参加や、キューバ独特の楽器の販売も予定されて
おり、楽しい催し物が見られることと思います。 
　三つ目は、社会や家庭における高齢化と性に関するも
ので、キューバにおける女性や子ども、老人の権利、老
人や障害者の経済活動等が取り上げられます。 
　四つ目のテーマは、「テクノロジーとライフスタイル」
と名付けられ、この展示では、キューバが実現してきた、
自然を利用した観光プロジェクトや、ハバナ湾の浄化・
保護プロジェクト等の紹介を通じ、自然の最適利用につ
いて紹介されます。　 
　五つ目は人間の活動と環境の相互作用に関するもので、
天然資源を利用する観光業、漁業、鉱業、石油、水資源
の分野におけるキューバの進歩についての全体像が紹介
される予定となっています。　 
　愛知万博では、キューバを含む南北アメリカの公式参
加国の展示は「グローバル・コモン２」という展示場で
行われ、万博会場内センターゾーンである「愛・地球広場」
に隣接しているということです。どういった展示になる
のかまだ想像がつきませんが、おそらく興味深く楽しい
ものになると思います。皆さんが万博会場までお越しの
際には、ぜひキューバの会場まで足を運んでいただきた
いと思います。 

愛・地球博　一市町村一国フレンドシップ事業 

在キューバ日本国大使館派遣員　灘　久美子さん 
なだ く　み　こ 
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東岡崎 

浜松 

万博会場駅 

JR
中央
本線
 

リニモ 

中部国際空港 
 

名古屋 
空港 

名古屋 

愛知県 

静岡県 

岡崎公園前 
中岡崎 

新安城 

神宮前 

津島 

弥
富 

桑
名 

岐阜羽島 

太田川 

常滑 

四
日
市 

武豊 

河和 

内海 

千種 

金山 

黒笹 

岡崎 

知立 

碧南 

西尾 

三
河
安
城 

蒲郡 

高蔵寺 

藤が丘 

大曽根 

赤池 

瀬戸市 

新豊田 豊田市 

猿投 

豊橋 

豊川 

平
安
通 新

瀬
戸 

小牧 

尾張一宮 名鉄一宮 

岐
阜 

名鉄岐阜 

犬山 

鵜沼 

多
治
見 

御
嵩 

近
鉄
富
田 

伊
勢
若
松 

尾張瀬戸 

栄 

大
垣 

近
鉄
四
日
市 

春日井 

前後 

西春 

清洲 

森上 

半田 

大府 

刈
谷 

本宿 

新城 

JR東海道本線 

名鉄名古屋本線 

JR関西本線
 

近鉄名
古屋線

 

岐鉄道北勢線 

名鉄各務原線 

JR高山本線 
線 

Ｊ
Ｒ
東
海
道
新
幹
線 

名鉄蒲郡線 

J
R
飯
田
線
 

名鉄豊川線 

愛
知
環
状
鉄
道 

名
鉄
犬
山
線 

名
鉄
小
牧
線 

近
鉄
養
老
線 

名
鉄
広
見
線 

Ｊ
Ｒ
太
多
線 JR中央本線 

名鉄
瀬戸
線 

名鉄
豊田
線 

名鉄津島線 

名
鉄
竹
鼻
・
羽
島
線 

名
鉄
尾
西
線 

見
鉄
道 

名
鉄
常
滑
線 

名
鉄
河
和
線 

名
鉄
西
尾
線 

名
鉄
知
多
新
線 

名
鉄
三
河
線 

Ｊ
Ｒ
武
豊
線 

名
鉄
三
河
線 

長久手 
会場 

瀬戸会場 

万博八草 

J 
R
東
海
道
本
線 

江南 

岩倉 

稲沢 

　愛・地球博へ快適にご来場いただくため、次の点にご協力をお願いします。 
★会場へは、公共交通機関のご利用をお願いします（交通案内図を参考にしてください）。 
★持込禁止物にご注意ください。 
　会場内の安全確保、秩序維持等のため、「ペットボトル・瓶・缶類」「酒類」「弁当（小・中学校、幼稚園および保育園
の遠足で引率者の監督の下に持ち込まれるものを除く）」は、会場内持込禁止とさせていただいています。なお、水
筒・紙容器入り飲料は各入場ゲート前にて手荷物検査を受けていただければ会場内へ持込可能です。 
●問合先　愛・地球博コールセンター（☎０５２―９５５―２００５）、ホームページアドレスhttp://www.expo2005.or.jpまで。 

鉄道・バスでの 

推奨アクセス 
ルート 

お帰りになるお客様が特定の時間帯に集中されますと、相当な混雑が生じる

おそれがあるため、あらかじめ状況をご確認のうえ、計画的にお帰りいただく

ことをおすすめします。 

お帰りの際はご注意を！ リニモ ： 愛知環状鉄道「万博八草駅」行、地下鉄「藤が丘駅」行 

利用交通機関 ゲート ターミナル・駅 

東ゲート 

瀬戸ゲート 

北ゲート 

西ゲート 

北ゲート 万博会場駅 

東ターミナル 

瀬戸ターミナル 

西ターミナル 

東ゲート 東ターミナル 

駅シャトルバス ： 名古屋駅（名鉄バスセンター）、黒笹駅、尾張瀬戸駅 

EXPO直行バス 

万博八草駅行シャトルバス 

タクシー 

マーク　駅シャトルバス発着駅 

お
帰
り
の
ゲ
ー
ト
の
確
認 

長久手会場と瀬戸会場間の移動には、モリゾー・ゴンドラと会場間燃料電

池バスがあり、無料でお乗りいただけます。 

定時性が確保され、乗換えなど利便性の高いルートです。 

各市町村 会場 名古屋駅 

最寄り駅 

最寄り駅 

最寄り駅 津島駅 

JR東海道本線 

名鉄犬山線 JR中央本線 

直通列車 

リニモ 

シャトルバス 
名鉄尾西線 名鉄津島線 

万博八草駅 

鉄道・バスでご来場される場合 

 
平日の来場にご協力を 
お願いいたします。 

 
ご来場の際は公共交通機関の 
ご利用をお願いします。 

 

※北ターミナル 

※北ターミナル発「万博八草駅」行シャトルバスは混雑日運行。 
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1

6

54

22

153

420
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362

248

247247

23

23

1

259
42

152

1

中部国際空港 
 

名古屋 
空港 

57

東
海
環
状
自
動
車
道

多
治
見
IC
 

土
岐
IC
 

土
岐
J
C
T

瑞
浪
IC
 

土岐南多治見IC

せ
と
品
野
IC
 

せと 
赤津IC

豊田藤岡IC八
草
IC
 力石IC

猿投グリーンロード 

東名三好IC
豊田勘八IC

中山IC

小牧IC

名
古
屋
高
速
道
路
 

楠JCT 勝川IC

上社JCT

高針JCT

大森IC

名古屋IC

本
郷
IC
 

春日井IC

小牧JCT

豊山北 
出口 

山田東IC

岐
阜
羽
島
IC
 

名神高速道路 

岐阜各務原IC

一宮木曽川IC

一宮JCT
一宮IC

名古屋西JCT

清洲JCT

東名
阪自
動車
道 

東
海
北
陸
自
動
車
道
 

伊勢湾岸自動車道 

豊田IC 豊田松平IC

豊明IC

名古屋南JCT

大府西IC

知
多
半
島
道
路
 

豊丘IC

浜松IC

音
羽
蒲
郡
IC
 

豊
川
IC
 

東名高速道路 

岡崎IC

豊田東IC

豊
田
Ｊ
Ｃ
Ｔ 

豊
田
南
IC
 

半田中央IC・JCT

セ
ン
ト
レ
ア
東
IC
 

セントレアライン 

中央
自動
車

道

長久手 
会場 

瀬戸会場 

 
 

パーク＆ライド駐車場のご案内 

マイカーでご来場される場合 

マイカーでの 

推奨アクセス 
ルート 

●地球博公式ホームページ　パソコンから=http://www.expo2005.or.jp 
　　　　　　　　　　　　　携帯電話から=http://mobile.expo2005.or.jp 
●愛・地球博公式FM  LOVEARTH（77.3MHz） 2005年2月25日(金)～9月25日(日)

公式ケータイ 
サイトへは 
こちらから 
 

※駐車場利用の事前予約は出来ません。 

尾張旭・長久手・ながくて南・三好・藤岡 

名古屋空港 

8：30～22：30 8：00～23：003，000円/台・日 1，000円/台・日 

8：00～23：002，500円/台・日 1，000円/台・日 

二輪自動車 

（　　50ccを超える　　） 原動機付自転車を含む 

普通自動車 
（乗車人員10名まで） 3/25～4/25 4/26～9/25

駐車料金（税込） 営業時間 駐車料金と営業時間のご案内 

駐車場 

尾張旭・三好・名古屋空港 

長久手・ながくて南・藤岡 

ゲート 

東ゲート 

西ゲート 

ターミナル 

東ターミナル 

西ターミナル 

お帰りのゲートの確認 

○広域地図の　　　　は推奨アクセスルートです。○右記詳細地図内の　　　　に従ってお越しください。 

会場周辺のマイカー規制について 
会場から概ね3キロ圏内では、幹線道路以外の生活道路を対象に許可車以外の通行
は禁止され、また、会場各ゲート周辺道路は駐停車が禁止されます。ご注意ください。 

駐車場案内板に従って、ご来場ください。 

ご出発前に、公共交通機関の運行状況・パーク&ライド駐車場の満空情報等を、ご確認の上お出かけください。 

各市町村 
名古屋空港駐車場 

尾張旭駐車場 
国道155号　　国道19号　　名古屋外環状線　　篠木尾張旭線 

松本名古屋線・市道旭街道　　上半田川名古屋線 

213451

214 208

　　国道41号　　名古屋豊山稲沢線 16141

155 19

愛・地球博コールセンター　　052-955-2005 
ご案内期間　 2005年3月24日(木)まで　9：00～17：00（2月末までは土・日・祝日は休業） 
　　　　　　2005年3月25日(金)～9月25日(日)　8：30～22：00

会場には隣接した駐車場はありません。 
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１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ １８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ （時） 

強い 
運動 
速歩 
運動 

歩行 
運動 

安静 
状態 

○月×日（△）１７５３０歩　４７３／２０９７kcal

 

保健師すこやか日誌 

～保健センターの健康教室で生活習慣を見直そう！～ 

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神 

岩
倉
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

 

　
私
た
ち
岩
倉
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
毎
週
土
曜
日
に
総
合
体

育
文
化
セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
指
導
員
は
、
子
ど
も
た
ち
に
何
事
に
も
常

に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
す
る
精
神
を
身
に
付
け

て
ほ
し
い
と
思
い
、
厳
し
い
だ
け
で
は
な
く
、

の
び
の
び
と
楽
し
い
練
習
が
で
き
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
練
習
中
に
「
失
敗
し

た
ら
」
と
か
「
恥
ず
か
し
い
か
ら
」
と
か
で

は
な
く
、
失
敗
を
繰
り
返
す
こ
と
で
成
功
へ

つ
な
げ
て
ほ
し
い
の
で
す
。 

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
は
複
数
の
人
で
行
い
、

決
し
て
楽
な
ス
ポ
ー
ツ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

練
習
も
厳
し
い
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で

い
ろ
い
ろ
な
プ
レ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
仲

間
へ
の
思
い
や
り
が
あ
る
「
パ
ス
」「
ラ
ン
」

「
キ
ャ
ッ
チ
」
「
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
」
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

下
級
生
に
は
、
ボ
ー
ル
と
遊
べ
る
集
中
力
や
、

ボ
ー
ル
と
仲
良
く
で
き
る
優
し
さ
を
学
ん
で

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
「
糖
尿
病
予
防
教
室
」
「
高
脂

血
症
予
防
教
室
」
「
高
血
圧
予
防
教
室
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
教
室
は
、
講
義
に
よ
る
学
習
だ
け
で
な
く
、

個
別
相
談
を
中
心
に
個
人
の
か
ら
だ
の
状
態
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
あ
っ
た
生
活
習
慣
を
保
健
師
や
栄
養
士
と
と
も

に
考
え
、
実
行
し
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。
約
６
か
月

間
に
わ
た
り
、
血
液
検
査
、
尿
検
査
、
体
重
測
定
、
血
圧

測
定
な
ど
の
デ
ー
タ
を
見
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。 

　
例
え
ば
「
『
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
か
ら
、
動
物
性

脂
肪
を
控
え
ま
し
ょ
う
』
と
い
わ
れ
た
け
れ
ど
、
最
近
肉

は
あ
ま
り
食
べ
な
い
の
に
…
何
に
気
を
付
け
て
よ
い
の
か

わ
か
ら
な
い
」
と
い
う
人
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 

　
教
室
で
は
、
４
日
間
実
際
の
食
事
記
録
を
つ
け
て
い
た

だ
き
、
そ
の
栄
養
計
算
を
し
て
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。
実
際
の
食
事
内
容
を
み
て
み
る
と
、
動

物
性
脂
肪
の
と
り
す
ぎ
の
原
因
が
わ
か
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

　
自
分
の
食
べ
た
も
の
を
書
き
出
す
だ
け
で
も
、
バ
ラ
ン

ス
の
悪
さ
、
間
食
の
と
り
過
ぎ
な
ど
に
気
づ
く
こ
と
が
多

い
よ
う
で
す
。 

　
ま
た
、
生
活
習
慣
病
予
防
に
欠
か
せ
な
い
運
動
に
つ
い

て
は
、
生
活
習
慣
記
録
機
「
ラ
イ
フ
コ
ー
ダ
」
と
い
う
新

兵
器
を
使
い
ま
す
。
万
歩
計
の
よ
う
な
形
を
し
て
い
ま
す

が
、
歩
数
だ
け
で
な
く
、
歩
行
強
度
、
持
続
時
間
な
ど
が
、

約
４０
日
分
記
録
さ
れ
、
パ
ソ
コ
ン
に
つ
な
ぐ
と
、
図
の
よ

う
な
グ
ラ
フ
が
出
て
き
ま
す
。
自
分
自
身
の
運
動
実
践
を

振
り
返
る
こ
と
が
で
き
る
材
料
に
な
り
ま
す
。 

　
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ
と
は
簡
単
な
よ
う
で
難
し
い
こ

と
で
す
。
保
健
師
と
栄
養
士
と
三
人
四
脚
（
！？
）
で
健
康

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
保
健
セ
ン
タ
ー
の
教
室
に
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。 

　
今
年
の
教
室
は
５

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
！ 

教
室
以
外
に
も
… 

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で

は
生
活
習
慣
改
善
の

た
め
の
健
康
相
談
を

毎
週
木
曜
日（
受
付
午

前
９
時
〜
１１
時
）
に

行
っ
て
い
ま
す
。
健

診
結
果
を
自
分
自
身

の
健
康
づ
く
り
に
生

か
す
に
は
、
健
診
後

い
か
に
日
ご
ろ
の
生

活
習
慣
を
振
り
返
る

か
が
「
カ
ギ
」
に
な

り
ま
す
。
保
健
セ
ン

タ
ー
は
そ
の
応
援
団

で
す
。 

●
問
合
先
　
保
健
セ

ン
タ
ー
（
☎
３
７
―

３
５
１
１
）
ま
で
。 

 

は
ち
ま
る  

に
い
ま
る 
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愛称 
岩倉市国際交流員 
ピムラ　スティショティ 
PIMRA SUTHICHOTI

ボ
ー
ル
と
仲
良
く
で
き
る
優
し
さ
を
学
ん
で

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
マ
ナ
ー
、
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
や

仲
間
を
大
切
に
す
る
こ
と
も
大
事
で
す
。
仲

間
は
自
分
を
大
き
く
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
存

在
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
環
境
の
中
で
誰
か
に

助
け
て
も
ら
わ
な
い
と
い
け
な
い
こ
と
も
確

か
に
あ
り
ま
す
。
で
も
、
自
分
で
で
き
る
こ

と
は
、
何
で
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ほ
し

い
の
で
す
。
家
で
も
、
外
で
も
が
ん
ば
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。 

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
練
習
中
は
厳
し

い
私
た
ち
指
導
員
も
、
練
習
が
終
わ
れ
ば
み

ん
な
と
同
じ
子
ど
も
み
た
い
な
も
の
で
す
。

い
っ
し
ょ
に
遊
び
ま
し
ょ
う
ね
。 

　
一
度
ボ
ー
ル
と
遊
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

今
い
る
全
員
が
笑
顔
で
迎
え
て
く
れ
ま
す
よ
。 

●
問
合
先
　
伊
藤
（
☎
３
７
―
１
１
９
６
）

ま
で
。 

　たくさんの人が私をピムラと呼ぶかわりにパムと呼びます。彼
らは、なぜ私が二つの名前を使っているのかふしぎに思うと言
います。タイでは、ほとんどの人がニックネームを持っています。し
かし、ニックネームは、本名とは関係がありません。全てのタイ人
は伝統的に家庭や親しい友人との間では本名が使われること
はほとんどありません。だから私たちはニックネームをつけます。
ニックネームは仕事場でも使われます。普段、私たちはていねい
な呼び方である名前の前につける「Ｋｈｕｎ」なしでニックネーム
を使います。「Ｋｈｕｎ」 は英語でいうとＭｒ．、Ｍｒｓ．のようなもので
す。そのことは、親密な関係であることをあきらかにします。ニック
ネームには、果物をもとにしたもの「Ｓｏｍ = オレンジ, Ｐｌｅ = りん
ご」、動物をもとにしたもの「Ｎｏｋ = 鳥, Ｎｏｏ = ねずみ, Ｐｅｄ = あ
ひる」などがあります。 
　いくつかのニックネームはまったく意味を持ちません。ニックネ
ームは親の好きなことやその子どもが生まれた年の情勢をうつし
だします。また、名前の第一音節を呼ぶようなシンプルなものもあります。たとえば、ピムラという名前ならばピムになります。子どもの名前は、
父親の名前か母親の名前が「Ｎ」で始まるなら、子どもの名前も同じように「Ｎ」で始まります。兄弟で同じ韻をふむことはよくあります。た
とえば私はパム、弟はパップです。 
　私が岩倉で働き始めてから３年が経とうとしています。もうすぐその仕事を終えなければいけないと思うととても悲しいです。３年間の
間にたくさんのことを経験しました。その間に、たくさんの人々の笑顔に会い、たくさんの友達ができました。私が岩倉で出会った人全て
がとてもやさしく、温かかったです。岩倉での思い出は、私がどこへ行こうともとても貴重で、大切な私の人生の一部として心にのこるで
しょう。私は皆さんの笑顔、子どもたちにからかわれたこと、寛大な人々、行事、親切な先生や市役所の皆さんなどいいきれないくらいたく
さんのことをこれからもずっと憶えているでしょう。 
　私は、しばらくの間日本にいて、今年中にタイへ帰国する予定です。皆さんありがとうございました。 
 

Nickname 
 Some people call me Pam instead of Pimra. They often become confused at why I use two names. This is because most Thai people 
have nicknames. But the nickname does not necessarily have a correlation with the formal name. Every Thai has a formal name that 
usually has a positive and traditional meaning. But at home or with those whom we have a close relationship with, the formal name is 
not usually used. So, we create the nickname. The nickname is also extended to the workplace. Usually, we use the nickname without 
the formal preceeding title Khun, which is equivalent to Mr., Mrs., Miss, or Ms. in English. It demonstrates an informal and close 
relationship. Here are some examples; fruit-based names (Som = orange, Ple = apple) and animal-based names (Nok = bird, Noo = 
mouse, Ped = duck).  
 Some nicknames may have no meaning at all. They sometimes reflect what the parents like or the current situation at the time the 
child is born. There are also names that are simply parts, usually the first syllable, of the first names, for example Pim from Pimra. 
Often time, the children's nicknames are made so that they rhyme with their parents' names, for example if the father's name or 
mother's name starts with an N, the child's name would also start with an N. It is common to see siblings with rhyming names, for 
example, Pam for me & Pup for my younger brother.    
 It has been nearly 3 years since I first started working in Iwakura. I am truly sad to have to end it soon. So many things had happened 
over the years, so many smiles and so many friends. Everyone I had met in Iwakura was kind and warm. The memory of Iwakura 
will remain precious and an important part of my life, wherever I may be heading. I will remember all the smiles and teasing from the 
kids, the generous people, all the festivals, every kind teacher and everyone at the City Hall, and many many more that I can go on 
and on endlessly. For the moment, I will stay in Japan for a while but plan on returning to Thailand within this year. Thank you 
everyone! 
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●
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

　
ッ
ト 

　 

 
　
毎
回
好
評
の
「
い
わ
く
ら
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を
市
役
所
の
駐
車
場

で
開
催
し
ま
す
。 

　
「
野
菜
の
広
場
」
が
新
鮮
採
れ
た

て
の
野
菜
を
販
売
す
る
ほ
か
、
地
元

商
店
も
参
加
す
る
予
定
で
す
。 

　
掘
り
出
し
物
が
き
っ
と
見
つ
か
り

ま
す
よ
。 

▼
と
き
　
３
月
１３
日
　
午
前
９
時
〜

正
午
（
雨
天
の
場
合
は
３
月
２０
日
　

に
延
期
） 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場 

※
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
開
催
中
は
、

駐
車
場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
ご
来

場
は
徒
歩
ま
た
は
、
自
転
車
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

    

●
史
跡
公
園
月
釜 

  

　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
日
本
の

伝
統
文
化
に
気
軽
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
、
お
茶
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
３
月
２０
日
　
午
前
１０
時
〜

正
午
（
雨
天
決
行
） 

▼
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建
民
家

（
大
地
町
野
合
５１
☎
３
８
―
６
１
０

１
） 

▼
呈
茶
券
　
１
席
３
０
０
円
（
お
抹

茶
と
お
菓
子
） 

▼
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟
小
笠

原
社
中 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会
事
務

局
（
生
涯
学
習
課
内
☎
３
８
―
５
８

１
９
） 

  

●
児
童
館
映
画
会 

  

　
児
童
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
豊

か
な
心
を
は
ぐ
く
み
、
夢
と
希
望
を

も
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
映
画

会
を
行
い
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

　
友
だ
ち
や
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん

を
誘
っ
て
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

▼
題
名
　
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」 

▼
内
容
　
「
わ
が
は
い
は
猫
で
あ
る
。

名
前
は
ま
だ
な
い
…
」
子
ど
も
た
ち

が
こ
の
名
作
に
触
れ
る
機
会
を
児
童

館
が
提
供
し
ま
す
。
名
曲
ビ
バ
ル
デ

ィ
の
四
季
に
合
わ
せ
て
描
く
夏
目
文

学
の
最
高
傑
作
で
す
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
３
月
１２
日
　 

・
第
二
児
童
館
…
午
前
１０
時
３０
分
〜 

・
第
四
児
童
館
…
午
後
１
時
〜 

・
第
七
児
童
館
…
午
後
２
時
３０
分
〜 

▼
問
合
先
　
第
一
児
童
館
（
☎
３
８

―
１
１
０
６
）
ま
た
は
、
各
児
童
館 

  

●
ふ
れ
あ
い
交
流
会 

　
　
　
　
　
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

  

　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が
共
に
集
い
、

楽
し
く
交
流
す
る
「
ふ
れ
あ
い
交
流

会
」
を
開
き
ま
す
。 

　
今
回
は
、
参
加
の
皆
さ
ん
と
室
内

ゲ
ー
ム
で
楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
初
め
て
の
人
で
も
大
丈
夫
、

み
ん
な
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。 

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
３
月
１９
日
　
午
後
２
時
〜

４
時 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
内
容
　
第
１
部
…
ゲ
ー
ム
会
、
第

２
部
…
交
流
会 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

  

●
定
期
演
奏
会 

　
　
　
　
　
　
岩
倉
市
民
吹
奏
楽
団 

  
　
岩
倉
市
民
吹
奏
楽
団
で
は
、
第
２３

回
定
期
演
奏
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
３
月
２０
日
　
午
後
１
時
開

場
、
午
後
１
時
３０
分
開
演 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

▼
演
奏
曲
目
　
ハ
ウ
ル
の
動
く
城
、

冬
の
ソ
ナ
タ
メ
ド
レ
ー
、
リ
ト
ル
マ

ー
メ
イ
ド
メ
ド
レ
ー
　
ほ
か 

▼
入
場
料
　
無
料 

▼
主
催
　
岩
倉
市
民
吹
奏
楽
団 

▼
後
援
　
岩
倉
市
音
楽
連
盟 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
民
吹
奏
楽
団
事

務
局
（
☎
６
６
―
８
３
８
９
、
Ｅ
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス 

   

●
み
の
り
の
会
の
集
い 

  

　
第
３
回
み
の
り
の
会
の
集
い
を
開

催
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
３
月
１３
日
　
午
前
１０
時
〜

午
後
２
時 

▼
と
こ
ろ
　
み
の
り
の
里
（
東
町
仙

奈
１
８
０
） 

▼
内
容
　
イ
ベ
ン
ト
（
太
鼓
演
奏
、

マ
ジ
ッ
ク
、バ
ン
ド
演
奏
）
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
シ
ェ
フ
の
ラ
ン
チ
、
カ
レ
ー

ラ
イ
ス（
１
階
食
堂
）、喫
茶（
２
階
）、

み
の
り
の
里
自
主
製
品
販
売
、
ミ
ニ

バ
ザ
ー
　
ほ
か 

▼
問
合
先
　
み
の
り
の
会
事
務
局

（
☎
６
６
―
５
０
０
１
） 

 

４
４
） 

 

★
軽
三
輪
・
軽
四
輪
…
軽
自
動
車
協

 

暮らしのガイド 
問合先・岩倉市役所　　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp

（日） 

（土） 

（土） 

（日） 

（日） 

（日） （日） 
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O
2
0
0
4
@
h
o
t 

m
a
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o
m

） 

き 
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●
郷
土
研
究
会
公
開
講
演
会 

  

　
岩
倉
市
郷
土
研
究
会
で
は
、
「
岩

倉
」
の
歴
史
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ん

に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
公
開

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

▼
テ
ー
マ
　
「
江
戸
時
代
の
岩
倉
」 

▼
講
師
　
水
野
博
隆
さ
ん
（
岩
倉
市

文
化
財
保
護
委
員
会
委
員
長
）
　
　 

▼
と
き
　
３
月
１２
日
　
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時 

▼
と
こ
ろ
　
公
民
館
２
階
第
２
・
３

会
議
室 

▼
参
加
料
　
無
料 

▼
問
合
先
　
水
野
（
☎
３
７
―
３
７

４
１
） 

  

●
俳
句
俳
画
作
品
展 

  

　
岩
倉
俳
句
俳
画
会
で
は
、
作
品
展

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
初
夏
の

風
物
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
を
展

示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
３
月
５
日
　
〜
２０
日
　
午

前
１０
時
〜
午
後
５
時 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
展
示
ホ
ー

ル ▼
主
催
　
岩
倉
俳
句
俳
画
会 

▼
後
援
　
岩
倉
市
文
化
協
会 

▼
問
合
先
　
宮
田
（
☎
３
７
―
６
８

４
４
） 

  

●
松
岡
伶
子
バ
レ
エ
団
岩
倉

　
研
究
所
発
表
会 

  

　
松
岡
伶
子
バ
レ
エ
団
岩
倉
研
究
所

で
は
、
第
２７
回
発
表
会
を
開
催
し
ま

す
。 

　
４
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
４０
人
の

子
ど
も
た
ち
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
す
。
バ
レ
エ
団
団
員

に
よ
る
特
別
出
演
も
あ
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
３
月
２７
日
　
午
後
２
時
開

場
、
午
後
２
時
３０
分
開
演 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

▼
内
容
　
バ
レ
エ
・
コ
ン
サ
ー
ト 

「
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
組
曲
」
「
白

雪
姫
」 

松
岡
伶
子
バ
レ
エ
団
賛
助
出
演 

・
「
海
賊
」
よ
り
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

…
安
井
美
沙
子 

・
「
グ
ラ
ン
・
パ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

よ
り
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
…
小
島
沙
耶

香 ・
「
白
鳥
の
湖
」
よ
り
黒
鳥
の
グ
ラ

ン
・
パ
・
ド
・
ド
ゥ
…
小
池
亜
貴
子
、

碓
氷
悠
太 

▼
入
場
料
　
無
料 

▼
後
援
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委

員
会
、
中
日
新
聞
社 

▼
問
合
先
　
松
岡
伶
子
バ
レ
エ
団
本

部
研
究
所
（
☎
０
５
２
―
９
３
３
―

５
３
６
０
） 

         

●
バ
イ
ク
等
の
廃
車
な
ど
の

　
手
続
き
は
お
早
め
に 

  

　
軽
自
動
車
税
（
市
税
）
は
、
４
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
１
年
分
課
税

さ
れ
ま
す
。
４
月
２
日
以
降
に
譲
渡

（
名
義
変
更
）
・
廃
車
な
ど
の
手
続

き
を
さ
れ
ま
し
て
も
、
税
額
は
変
更

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 

自
分
で
は
廃
車
や
譲
渡
し
た
つ
も

り
で
も
、
手
続
き
を
し
て
い
な
か
っ

た
り
、
住
所
を
他
の
市
町
村
に
変
更

し
た
り
し
た
場
合
は
、
課
税
上
の
ト

ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り
ま
す
。 

　
手
続
き
を
業
者
や
他
人
に
依
頼
さ

れ
た
人
は
、
今
一
度
お
確
か
め
く
だ

さ
い
。 

▼
手
続
・
問
合
先
　 

★
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
以

下
）・
小
型
特
殊
自
動
車
…
税
務
課
課

税
第
２
係
（
☎
３
８
―
５
８
０
６
） 

★
軽
二
輪
（
１
２
５
㏄
超
２
５
０
㏄

以
下
）
・
ニ
輪
の
小
型
自
動
車
（
２

５
０
㏄
超)

…
中
部
運
輸
局
愛
知
陸

運
支
局
小
牧
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所
（
小
牧
市
新
小
木
３
―
３２
☎
０
５

６
８
―
７
３
―
４
１
３
１
） 

★
軽
三
輪
・
軽
四
輪
…
軽
自
動
車
協

会
小
牧
支
所
（
小
牧
市
新
小
木
３
―

３６
☎
０
５
６
８
―
７
５
―
３
４
６
４
） 

  

●
自
動
車
の
廃
車
・
譲
渡
な
ど 

　
の
手
続
き
を
お
忘
れ
な
く 

  

　
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現

在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま
す
。 

　
所
有
し
て
い
る
自
動
車
を
廃
車
・

譲
渡
し
た
と
き
、
ま
た
住
所
を
変
更

し
た
と
き
に
は
、
必
ず
運
輸
支
局
等

で
必
要
な
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
こ
の
手
続
き
を
行
わ
な
い
と
、

い
つ
ま
で
も
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ

る
原
因
と
な
り
ま
す
。 

　
例
年
、
３
月
下
旬
は
運
輸
支
局
等

の
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
の
で
、

手
続
き
は
で
き
る
だ
け
早
め
に
済
ま

せ
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
住
所
な
ど
を
変
更
し
た
と

き
に
は
、
県
税
事
務
所
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
東
尾
張
県
税
事

務
所
自
動
車
税
グ
ル
ー
プ
（
春
日
井

市
鳥
居
松
町
３
―
６５
☎
０
５
６
８
―

８
１
―
３
１
３
９
） 

        

         

●
乳
幼
児
を
も
つ
お
父
さ
ん 

　
お
母
さ
ん
講
座 

  

　
子
を
も
つ
親
は
、
わ
が
子
の
成
長

に
い
ろ
い
ろ
な
夢
を
も
っ
て
い
ま
す
。

子
育
て
の
あ
り
方
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
は
親
に
と
っ
て
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。 

　
そ
こ
で
、
子
育
て
の
心
が
け
を
学

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
講
座
を
開
き

ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
３
月
８
日
　
午
前
１０
時
〜

正
午 

▼
と
こ
ろ
　
図
書
館
２
階
視
聴
覚
室 

▼
対
象
　
乳
幼
児
を
も
つ
保
護
者 

▼
演
題
　
「
親
と
し
て
気
を
つ
け
る

こ
と
」 

▼
講
師
　
中
西
由
里
さ
ん
（
椙
山
女

学
園
大
学
教
授
） 

▼
定
員
　
３０
人 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
託
児
　
１０
人
ま
で
（
２
歳
以
上
、

先
着
順
） 

▼
申
込
方
法
　
３
月
１
日
　
か
ら
電

話
で
受
け
付
け
ま
す
。 

▼
申
込
・
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生

涯
学
習
係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
） 

（土） （土） 

（日） 

（日） 

（火） 

（火） 

手続き 

講座  
教室  
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ま
つ
　
お
か
　
れ
い
　
こ 

や
す  

い   
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さ    

こ 

こ
　

じ
ま
　
さ
　
や 

み
ず
　

の
　

は
く 

り
ゅ
う 

な
か
に
し
　
ゆ
　
り 

こ
　

い
け
　
あ
　
き
　
こ 

う
　

す
い
　

ゆ
う
　

た 

か 



  

●
小
学
生
の
春
休
み
歯
み 

　
が
き
教
室 

  

　
小
学
生
の 

低
学
年
は
乳 

歯
か
ら
永
久 

歯
へ
生
え
変 

わ
っ
て
い
く 

時
期
で
す
。 

子
ど
も
自
身 

が
む
し
歯
予
防
に
関
心
を
も
ち
、
永

久
歯
を
む
し
歯
に
し
な
い
た
め
に
も
、

自
分
で
き
ち
ん
と
み
が
く
習
慣
を
つ

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
乳
歯
か
ら
永
久
歯
へ
の
生
え
変
わ

り
の
盛
ん
な
小
学
校
１
〜
３
年
生
を

対
象
に
春
休
み
歯
み
が
き
教
室
を
行

い
ま
す
。 

▼
と
き
　
３
月
２９
日
　
午
前
１０
時
〜

１１
時
３０
分
　
　
　 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー 

▼
内
容
　
Ｒ
Ｄ
テ
ス
ト
（
む
し
歯
菌

の
検
査
）
、
む
し
歯
予
防
の
話
、
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
歯
こ
う
染
め
出

し
な
ど 

▼
対
象
　
小
学
校
１
〜
３
年
生
（
保

護
者
の
同
伴
可
） 

▼
定
員
　
１５
人
（
先
着
順
） 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）
。 

▼
持
ち
物
　
普
段
使
っ
て
い
る
歯
ブ

ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ
ル 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
） 

  

●
春
休
み
子
ど
も
ク
ッ
キ 

　
ン
グ
・
歯
み
が
き
指
導 

  

　
毎
日
朝
食
を
食
べ
て
い
ま
す
か
。

朝
食
は
１
日
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
で

す
。
朝
食
を
食
べ
て
い
な
い
と
脳
に

栄
養
が
届
か
な
い
た
め
、
頭
も
体
も

電
池
切
れ
の
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
朝
食
を
作
っ
て
調
理
の
楽
し
さ
を

体
験
し
、
朝
食
の
大
切
さ
を
見
直
し

て
み
ま
し
ょ
う
。
食
事
の
後
に
は
正

し
い
歯
み
が
き
方
法
を
学
び
ま
し
ょ

う
。 

▼
と
き
　
３
月
２５
日
　
午
前
９
時
３０

分
〜
午
後
１
時 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
栄

養
指
導
室
　 

▼
内
容
　
食
生
活
の
お
話
、
調
理
実

習
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導 

▼
対
象
　
小
学
校
４
年
生
〜
中
学
生 

▼
定
員
　
２０
人
（
先
着
順
） 

▼
持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
普
段
使
っ

て
い
る
歯
ブ
ラ
シ
、
コ
ッ
プ
、
タ
オ

ル ▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
電
話
可
）。 

▼
問
合
先
　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
３

７
―
３
５
１
１
） 

  

●
人
権
研
修
会 

  

　
昭
和
２３
年
の
国
際
連
合
総
会
で
採

択
さ
れ
た
世
界
人
権
宣
言
を
ご
存
じ

で
す
か
。 

　
こ
の
宣
言
に
は
「
す
べ
て
の
人
間

は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で

あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ

い
て
平
等
で
あ
る
」
と
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
現
実
に
は
私
た
ち
の
身

の
ま
わ
り
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
が
あ
り
、
差
別
や
偏
見
に
よ
り

不
当
に
人
権
を
侵
し
た
り
侵
さ
れ
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
く
し
、
人

権
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
人
権
研
修

会
を
行
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

▼
と
き
　
３
月
１２
日
　
午
後
１
時
３０

分
〜
３
時
３０
分 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
７
階
大
会
議
室 

▼
テ
ー
マ
　
障
害
者
を
取
り
巻
く
人

権
問
題
に
つ
い
て 

▼
内
容
　
講
演
、
映
画
、
意
見
交
換 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３

８
―
５
８
０
９
）  

  

●
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
講
習
会 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
家 

　
　
　
　
　
　 

 

　
み
ど
り
の
家
で
は
、
楽
し
く
ス
テ

ッ
プ
を
踏
ん
で
、
日
ご
ろ
の
運
動
不

足
を
解
消
し
、
健
康
で
明
る
い
日
々

を
過
ご
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
フ
ォ

ー
ク
ダ
ン
ス
の
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
は
自
由
で
す
の
で
、
皆
さ

ん
お
誘
い
合
わ
せ
て
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 

▼
と
き
　
３
月
１６
日
　
午
後
１
時
〜

３
時 

▼
と
こ
ろ
　
み
ど
り
の
家
ふ
れ
あ
い

交
流
ホ
ー
ル 

▼
講
師
　
千
葉
不
二
夫
さ
ん
（
日
本

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
３
級
指
導

者
） 

▼
参
加
費
　
無
料 

▼
定
員
　
５０
人 

▼
対
象
　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
愛
好
者

（
大
人
） 

▼
問
合
先
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
み

ど
り
の
家
（
☎
６
６
―
６
７
０
０
） 

  

●
ア
イ
プ
ラ
ザ
一
宮
文
化
教
室 

  

　
　
愛
知
県
労
働
協
会
で
は
、
勤
労

者
と
そ
の
家
族
の
教
養
文
化
の
向
上

と
生
涯
を
通
じ
て
潤
い
と
生
き
が
い

の
あ
る
暮
ら
し
の
た
め
、
自
由
時
間

の
積
極
的
な
活
用
と
生
涯
に
わ
た
る

趣
味
教
養
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な

知
識
・
技
術
が
習
得
で
き
る
講
座
を

開
講
し
ま
す
。 

▼
開
講
期
間
　
４
月
１
日
〜
平
成
１８

年
３
月
３１
日 

▼
と
こ
ろ
　
ア
イ
プ
ラ
ザ
一
宮
（
一

宮
勤
労
福
祉
会
館
） 

▼
募
集
科
目
　
表
の
と
お
り 

▼
募
集
人
数
　
各
講
座
若
干
名
（
先

着
順
） 

▼
申
込
方
法
　
直
接
、
会
館
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電
話
可
）
。

▼
問
合
先
　
ア
イ
プ
ラ
ザ
一
宮
（
愛

知
県
一
宮
勤
労
福
祉
会
館
〒
４
９
１

―
０
８
３
２
一
宮
市
若
竹
３
―
１
―

１２
☎
０
５
８
６
―
７
７
―
６
６
１
２
） 

  

は
、
指
定
の
申
請
書
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

募
集
し
ま
す
。 

▼
職
務
内
容
　
生
涯
学
習
講
座
の
企

す
。 

　
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
コ
ン
サ
ー

往
復
６
時
間
程
度
の
登
山
に
耐
え
う

る
人
（
６５
歳
以
上
は
登
山
経
験
者
に

（火） 

（金） 

（土） 

（水） 

（財） 

講座内容 講師 曜日・時間 受講料 
かなを中心に、受講生の希望 
により、基礎から実力に応じ 
た作品づくりまでを指導 

月４回、毎週水曜日 
午前１０時～正午、 
午後１時～３時 

1期（３か月） 
１１,７００円 

デッサンや墨付、彩色、画材 
の選び方など、日本画制作の 
基礎から作品づくりまでの知 
識と技術を指導 

月２回、 
第１・３火曜日 
午前１０時～正午、 
午後1時～３時３０分 
月２回、 
第２・４土曜日 
午前１０時～正午、 
午後1時～３時３０分 

1期（３か月） 
７,５００円 

1期（３か月） 
７,５００円 
（材料代別） 

黒色尉、翁、乙、お多福、賢 
徳等を角材から制作し、彫刻 
刀やのみの使い方から面の塗 
りまでを指導 

書　道 

日本画 

面打ち 
（能・狂言面） 

中村義人さん 
（面打ち研究家） 

なかむらよしひと 

星野哲宏さん 
（日本画家、創画会会員） 

ほし の  てつひろ 

津田秋月さん 
（日展会友、謙慎書道会評議員） 

つ  だ  しゅうげつ 

ち
　 

ば    

ふ   

じ   

お 
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集  



７
―
３
５
１
１
） 

　
昭
和
２３
年
の
国
際
連
合
総
会
で
採

を
過
ご
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
フ
ォ

着
順
） 

１２
☎
０
５
８
６
―
７
７
―
６
６
１
２
） 

         

●
あ
ゆ
み
教
室
入
園
児 

 

　 　
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
「
あ
ゆ

み
の
家
」
で
は
、
就
学
前
の
子
ど
も

を
対
象
と
し
た
あ
ゆ
み
教
室
を
中
心

に
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

あ
ゆ
み
教
室
と
は 

　
心
身
の
発
達
に
遅
れ
の
あ
る
お
子

さ
ん
が
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
通
う

母
子
通
園
の
教
室
で
す
。 

　
あ
ゆ
み
教
室
で
は
、
あ
そ
び
を
通

し
て
日
常
の
生
活
経
験
を
豊
か
に
し

た
り
運
動
機
能
を
高
め
た
り
、
集
団

生
活
へ
の
基
礎
作
り
な
ど
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
言
語
療
法
、
作
業
療

法
、
保
育
園
と
の
交
流
も
行
っ
て
い

ま
す
。
お
母
さ
ん
た
ち
は
、
子
ど
も

と
過
ご
す
中
で
、
「
子
ど
も
と
の
関

わ
り
方
、
遊
び
方
」
を
学
ん
だ
り
、

お
母
さ
ん
ど
う
し
が
子
育
て
の
悩
み

や
疑
問
を
出
し
合
い
、
一
緒
に
考
え

合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。 

▼
開
園
日
　
月
〜
土
曜
日 

▼
開
園
時
間
　
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
。
利
用
は

希
望
す
る
時
間
に
な
り
ま
す
） 

▼
申
請
方
法
　
入
園
を
希
望
す
る
人

は
、
指
定
の
申
請
書
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

▼
申
請
・
問
合
先
　
あ
ゆ
み
の
家（
東 

町
仙
奈
１
５
８
☎
６
６
―
５
９
０
１
） 

  

●
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に 

　
遊
び
ま
せ
ん
か
！ 

  

　
児
童
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
昔 

か
ら
の
遊
び
を
伝
え
て
い
き
た
い
と 

考
え
、
囲
碁
、
将
棋
、
あ
や
取
り
、 

お
手
玉
、
こ
ま
、
折
り
紙
な
ど
を
、 

教
え
て
く
だ
さ
る
人
を
募
集
し
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
遊
ん
で
い
た 

だ
け
る
人
は
ぜ
ひ
、
最
寄
り
の
児
童 

館
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

               

●
公
民
館
嘱
託
員 

  

　
岩
倉
市
で
は
、
公
民
館
嘱
託
員
を

募
集
し
ま
す
。 

▼
職
務
内
容
　
生
涯
学
習
講
座
の
企

画
・
運
営
お
よ
び
公
民
館
の
事
務
・

管
理
業
務 

▼
募
集
人
数
　
１
人 

▼
応
募
資
格
　
平
成
１７
年
４
月
１
日

現
在
、
５５
歳
ま
で
の
人
で
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
扱
え
る
人 

▼
雇
用
期
間
　
４
月
１
日
〜
平
成
１８

年
３
月
３１
日 

▼
勤
務
時
間
　
火
〜
土
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
（
必
要
に
応
じ
て
夜

の
勤
務
あ
り
。
休
日
は
日
・
月
曜
日
） 

▼
給
与
　
月
額
１６
万
４
千
９
０
０
円

（
健
康
保
険
な
ど
社
会
保
険
に
加
入
） 

▼
応
募
方
法
　
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
）
に
ご
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。 

▼
応
募
期
限
　
３
月
１５
日
　 

▼
試
験
日
時
　
３
月
１９
日
　
午
前
９

時
〜 

▼
試
験
場
所
　
公
民
館
第
２
・
３
会

議
室 

▼
試
験
内
容
　
作
文
・
面
接 

▼
申
込
・
問
合
先
　
公
民
館
（
☎
３ 

７
―
０
２
５
７
） 

  

●
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
企 

　
画
運
営
委
員 

  

　
市
役
所
１
階
の
ミ
ニ
ス
テ
ー
ジ
で

は
、
定
期
的
に
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ロ
ビ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
の
企
画
か
ら
運
営
ま
で

行
っ
て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま

す
。 

　
あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
コ
ン
サ
ー

ト
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に
作
り
上
げ
て

い
き
ま
せ
ん
か
。 

　
少
し
で
も
興
味
の
あ
る
人
は
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

▼
と
き
　
３
月
１２
日
　
午
前
１１
時
３０

分
ご
ろ
か
ら
（
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

終
了
後
） 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
１
階
ミ
ニ
ス
テ

ー
ジ 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興 

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
９
） 

  

●
市
民
登
山
教
室
参
加
者 

　
「
藤
原
岳
」
白
船
峠
・
天
狗
岩
　

　  

花
の
ロ
ン
グ
コ
ー
ス 

  

　
御
池
岳
の
登
山
口
で
あ
る
コ
グ
ル

ミ
谷
の
カ
タ
ク
リ
峠
か
ら
、
藤
原
山

荘
ま
で
の
花
の
ロ
ン
グ
コ
ー
ス
を
縦

走
し
ま
す
。
花
の
１
０
０
名
山
で
知

ら
れ
る
藤
原
岳
の
、
知
る
人
ぞ
知
る

奥
座
敷
で
す
。
な
だ
ら
か
な
起
伏
の

コ
ー
ス
が
４
㌔
続
き
ま
す
が
、
時
間

を
か
け
て
じ
っ
く
り
楽
し
み
た
い
と

思
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
４
月
１０
日
　
午
前
６
時
４５

分
集
合
、
午
後
６
時
３０
分
解
散
予
定

（
予
備
日
４
月
１７
日
　
）
　 

▼
集
合
場
所
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
駐
車
場 

▼
募
集
人
数
　
４５
人 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま
い
か

お
勤
め
の
１６
歳
以
上
の
健
康
な
人
で
、

往
復
６
時
間
程
度
の
登
山
に
耐
え
う

る
人
（
６５
歳
以
上
は
登
山
経
験
者
に

限
る
） 

▼
事
前
説
明
会
　
３
月
３０
日
　
午
後

７
時
３０
分
か
ら
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー
２
階
会
議
室
・
研
修
室
で
行
い

ま
す
（
必
ず
参
加
し
て
く
だ
さ
い
）
。 

▼
参
加
費
用
　
３
千
５
０
０
円 

▼
申
込
方
法
　
３
月
１７
日
　
午
後
７

時
か
ら
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
（
定

員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。

１
人
で
複
数
人
分
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
）
。 

▼
主
催
　
岩
倉
市
、
岩
倉
市
教
育
委

員
会 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
体
育
協
会
事
務 

局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
内
☎ 

６
６
―
２
２
２
２
） 

（火） （土） 

（土） 

（水） 
（木） 

（日） （日） 

　業務内容　市広報等の配布 
　応募資格　２０歳以上６０歳以下の人（男女の別は問いません） 
　任　　期　６か月（再任も可能） 
　手　　当　１世帯当たり１２円 
　募集人数　若干名 
　応募期限　３月１１日（金） 
　※履歴書を提出していただきます。 
　申込・問合先　企画課広報広聴係（☎３８－５８０２） 

岩倉市配達員を募集します 

▲
 ▲
 ▲
 ▲
 ▲
 ▲
 
▲
 

電話番号 館　名 
第一児童館 
（くすのきの家） 

第二児童館 
第三児童館 
第四児童館 

第五児童館 

第六児童館 
第七児童館 

ところ 

中本町 

宮前町 
下本町 
稲荷町 
東新町 

(岩倉団地） 

石仏町 
曽野町 

３８－１１０６ 

３７－０９１５ 
３７－３８３２ 
３７－６８１５ 

６６－０８１７ 

６６－０８１６ 
６６－４１００ 
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小･中学生、高校生の皆さん 

スポーツ少年団に参加しませんか？ 

▼
 

岩倉空手道 総合体育文化センター  水・金曜日 午後７時～８時３０分 
入会金　　　２，０００円 
　月　　　　１，０００円 

入会金　　　２，０００円 
　月　　　　１，０００円 

入会金　　　１，０００円 
　年　　　　９，０００円 

小・中学生 会場で受け付け 
 

若干 

　スポーツ少年団は、スポーツ好きな子どもや、スポーツをやってみたいと思っている子どもを中心とした地域のコミュニ 
ケーションの場です。 
　岩倉市には次のスポーツ少年団が活動しています。入団を希望する人は各団へ直接お申し込みください。 
　問合先　岩倉市スポーツ少年団事務局（総合体育文化センター内☎６６－２２２２） 
 

入会金　　　    １，０００円 
５年・６年   １０，０００円 
４年生以下  ８，０００円 （ 年 

４年生以上１４，０００円 
３年生以下１０，０００円 （ 年 

名　　称 会　　場 と　　き 会　　費 対　　象 募集 募集期間 

随時 

岩倉女子バレーボール 市立体育館 日曜日 
午前８時３０分～正午 　年　　　　２，０００円 小学生 会場で受け付け 

今井☎６６－４８４４ 多数 〃 

岩倉卓球 岩倉東小学校体育館 日曜日 
午前９時～１０時３０分 　年　　　　２，５００円 小・中学生 会場で受け付け 

今井☎６６－４８１５ 〃 〃 

岩倉武道館（剣道） 総合体育文化センター 火・木曜日 午後６時４５分～９時１５分 　年　　 　１８，０００円 会場で受け付け 〃 〃 

岩倉南武館（剣道） 岩倉南小学校体育館 火・木曜日 
午後６時４５分～９時１５分 　年　　 　１８，０００円 〃 〃 

岩倉東武館（剣道） 岩倉東小学校体育館 火・木曜日 
午後６時４５分～９時１５分 　月　　　　１，５００円 小・中学生、 

高校生 〃 〃 

岩倉桜武館（剣道）  五条川小学校体育館 火・木曜日 
午後７時～９時 　年　　 　１８，０００円 小・中学生 

〃 

〃 

〃 〃 〃 

岩倉ソフトボール 

中央公園 土曜日 
午後１時～５時 

　年　　 　１３，２００円 小学生 
会場で受け付け 
横井☎６６－２９７６ 〃 〃 

岩倉北野球 岩倉北小学校 
グラウンド 

土・日曜日 
午前８時～正午  

小学生 
（男・女） 

会場で受け付け 
宮川☎６６－８５９０ 〃 〃 

小学生 
（男・女） 

会場で受け付け 
竹ノ下☎３７－１９４７ 〃 〃 

入会金　　　　１，０００円 
６年生　１２,０００円、５年生 
１０,０００円、４年生　８,５００円 （ 年 岩倉南野球 岩倉南小学校 

グラウンド 
日曜日・祝日 
午前８時～正午 

小学生 
（南小・曽野小） 

会場で受け付け 
高柳☎３７－３００４ 〃 〃 

岩倉東野球 

岩倉東小学校 
グラウンド 

第２・４土曜日 
午前１０時～正午 

小学生 
会場で受け付け 
嶋田☎３７－７６３５ 〃 〃 

岩倉北部（サッカー） 石仏スポーツ広場 日曜日 
午前８時～１０時 

会場で受け付け 
隅田☎３７－６７９６ 〃 〃 

岩倉曽野（サッカー） 曽野小学校グラウンド 
日曜日　午前８時３０分～１１時 
３０分　第１・３土曜日　午後１時 
３０分～４時（４・５・６年） 

小学生以上 
（男・女） 

会場で受け付け 
長尾☎３７－１５３３ 〃 〃 

入会金　　　１，０００円 
　年　　　 １０，０００円 岩倉柔道 総合体育文化センター 火・木・土曜日 午後７時３０分～９時３０分 

小・中学生、 
高校生 

会場で受け付け 
鉄屋☎３７－３４５２ 〃 〃 

入会金　　　１，０００円 
　年　　　 １０，０００円 岩倉南部柔道 南部中学校弘道館 月・金曜日 

午後７時３０分～９時３０分 
会場で受け付け 
小林☎６６－６９２２ 〃 〃 

　年　　　　３，５００円  岩倉バドミントン 五条川小学校体育館 日曜日 
午後１時３０分～３時３０分 

小学２年生 
～高校生  

会場で受け付け 
中山☎３８－０２５２ ２５人  〃 

　月　　　　１，５００円  岩倉ミニバスケットボール 総合体育文化センター 土曜日 午後５時３０分～７時３０分 小学生 会場で受け付け 多数 〃 

入会金　　　１，０００円 
　月　　　　１，５００円  岩倉子供リズム体操 総合体育文化センター 水曜日 午後４時～５時３０分 新小学１年生 会場で受け付け 若干 ３月２・９日 練習中 

五条川軟式野球 五条川小学校 
グラウンド 

土曜日　午後１時～４時 
日曜日　午前８時３０分～正午 
祝日　午前８時３０分～午後４時 

岩倉FC（サッカー）  岩倉東小学校 
グラウンド  

日曜日（４・５・６年）午前８時～１０時３０分 
（１・２・３年）午前８時３０分～１０時３０分 
第１・３土曜日　午後１時３０分～４時 

〃 

〃 

〃 

〃 

〃 会場で受け付け 
米田☎６６－６９３９ 〃 〃 

岩倉団地グラウンド 日曜日・祝日 
午前８時～１０時 

五条川小学校 
グラウンド 

日曜日 
午後１時～５時 

　年　　 　１２，０００円 

　年　　 　１２，０００円 

　年　　 　１２，０００円 

岩倉東新町空手道 

岩倉団地集会所 月・木曜日 
午後７時～９時 

岩倉東小学校体育館 金曜日 
午後７時～９時  

　月　　　　３，５００円 〃 
会場で受け付け 
村松☎６６－４７４５ 多数 

五条川空手 五条川小学校体育館 月・木曜日 
午後７時～９時 

小・中学生、 
高校生 〃 多数 〃 

〃 

申　込　先 
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●
３
月
２４
日
は
世
界
結
核
デ
ー 

  

　
「
世
界
結
核
デ
ー
」
は
１
８
８
２

年
３
月
２４
日
、
コ
ッ
ホ
に
よ
る
結
核

菌
発
見
の
発
表
を
記
念
し
１
９
９
７

年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。 

　
２
０
０
５
年
は
「
最
前
線
で
結
核

と
戦
う
医
療
従
事
者
に
焦
点
を
！
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
世
界
中
が
結
核
の

制
圧
に
向
け
て
活
動
を
行
い
ま
す
。 

　
結
核
は
、
全
国
で
約
３
万
２
千

人
（
平
成
１４
年
）
、
愛
知
県
（
名
古

屋
市
を
除
く
）
で
も
約
１
千
１
０
０

人
（
平
成
１５
年
）
の
新
し
い
患
者
が

あ
り
、
今
で
も
わ
が
国
最
大
の
感
染

症
で
す
。 

　
結
核
は
最
初
の
う
ち
は
風
邪
と
同

じ
様
な
症
状
で
す
が
、
２
週
間
以
上

せ
き
や
微
熱
が
続
く
と
き
は
危
険
信

号
で
す
。
早
め
の
受
診
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。 

▼
問
合
先
　
江
南
保
健
所
地
域
保
健

グ
ル
ー
プ
（
☎
５
６
―
２
１
５
７
） 

  

●
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治

　
療
研
究
事
業
に
よ
る
医

　
療
給
付
制
度
の
変
更 

  

　
小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事

業
に
よ
る
医
療
給
付
制
度
が
平
成
１７

年
４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す
。 

　
愛
知
県
で
は
、
小
児
が
ん
、
先
天

性
代
謝
異
常
な
ど
長
期
間
の
治
療
を

要
す
る
特
定
の
疾
病
に
り
患
し
て
い

る
１８
歳
未
満
の
児
童
に
対
し
、
医
療

費
の
一
部
を
公
費
負
担
し
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
事
業
は
、
平
成
１７
年
４
月
か

ら
制
度
が
変
わ
り
、
こ
れ
ま
で
対
象

と
な
ら
な
か
っ
た
人
に
つ
い
て
も
認

定
基
準
に
該
当
す
れ
ば
、
医
療
給
付

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。 

　
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
主
治

医
と
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

▼
新
た
な
対
象
者 

①
重
症
の
ぜ
ん
そ
く
等
慢
性
呼
吸
器

疾
患
で
通
院
治
療
中
の
人 

②
重
症
の
慢
性
心
疾
患
で
通
院
治
療

中
の
人 

③
膠
原
病
で
通
院
治
療
中
の
人 

④
神
経
・
筋
疾
患
で
通
院
治
療
中
の

人 ⑤
肝
硬
変
等
慢
性
消
化
器
疾
患
で
治

療
中
の
人 

　
な
お
、
制
度
改
正
に
よ
り
平
成
１７

年
４
月
か
ら
医
療
機
関
で
、
所
得
に

応
じ
た
自
己
負
担
額
を
支
払
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
江
南
保
健
所
総
務
・
企

画
グ
ル
ー
プ
（
☎
５
６
―
２
１
５
７
） 

         

●
各
種
届
出
時
の
職
業
・
産 

　
業
調
査
に
ご
協
力
を 

  

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
人
口
動

態
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

調
査
は
皆
さ
ん
の
出
生
・
死
亡
・
死

産
・
婚
姻
お
よ
び
離
婚
の
各
届
書
を

も
と
に
、
出
生
や
死
亡
の
状
況
な
ど

を
調
べ
る
も
の
で
す
が
、
国
勢
調
査

の
年
に
は
、
届
書
に
職
業
の
記
入
も

お
願
い
し
て
い
ま
す
。 

　
今
年
は
国
勢
調
査
の
年
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
届
出
を
さ
れ
る
皆
さ
ん
に

は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
調
査
結
果
は
、
今
後
の
保
健
福
祉

の
向
上
の
た
め
の
統
計
資
料
と
し
て

活
用
さ
れ
ま
す
。 

▼
調
査
期
間
　
４
日
１
日
〜
平
成
１８

年
３
月
３１
日
ま
で
の
１
年
間 

▼
調
査
対
象
者
　
出
生
届
、
死
亡
届
、

死
産
届
、
婚
姻
届
お
よ
び
離
婚
届
の

届
出
を
さ
れ
る
人 

▼
調
査
方
法
　
各
届
書
の
届
出
を
さ

れ
る
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
を
ご

記
入
く
だ
さ
い
。
な
お
、
届
出
を
す

る
窓
口
で
、「
職
業
・
産
業
例
示
表
」

を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、
参
考
の
う

え
、
ご
記
入
く
だ
さ
い
。 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民
窓
口

係
（
☎
３
８
―
５
８
０
７
） 

  

●
新
川
流
域
（
五
条
川
）
を 

　
特
定
都
市
河
川
流
域
に 

　
指
定
予
定 

  

　
愛
知
県
は
、
東
海
豪
雨
な
ど
で
甚

大
な
浸
水
被
害
が
発
生
し
、
ま
た
、

市
街
化
の
進
展
で
河
川
・
洪
水
調
整

池
の
整
備
に
よ
る
治
水
対
策
で
被
害

の
防
止
が
困
難
な
一
級
河
川
新
川
に

流
れ
込
む
流
域
を
、
新
川
流
域
総
合

治
水
対
策
協
議
会
（
国
、
県
、
関
係

す
る
市
町
８
市
１１
町
で
構
成
・
平
成

１６
年
１１
月
２６
日
開
催
）
で
合
意
を
受

け
、
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策

法
（
平
成
１６
年
５
月
施
行
）
に
基
づ

き
特
定
都
市
河
川
流
域
と
し
て
指
定

す
る
予
定
で
す
。
指
定
の
時
期
は
、

平
成
１７
年
度
下
半
期
を
目
途
と
し
て

お
り
、
現
在
、
指
定
の
た
め
の
法
に

基
づ
く
手
続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
特
定
都
市
河
川
流
域
に
指
定
さ
れ

る
と
、
田
畑
な
ど
締
め
固
め
ら
れ
て

い
な
い
土
地
に
建
物
を
建
て
た
り
、

駐
車
場
な
ど
に
す
る
１
千
平
方
㍍
以

上
の
行
為
に
は
、
県
知
事
等
の
許
可

が
必
要
と
な
り
ま
す
（
法
に
基
づ
き

１
千
平
方
㍍
を
５
０
０
平
方
㍍
に
引

き
下
げ
る
こ
と
も
、
検
討
し
て
い
ま

す
）
。
許
可
を
受
け
る
に
は
、
技
術

基
準
に
従
っ
た
雨
水
貯
留
浸
透
施
設

の
設
置
が
必
要
で
す
。 

　
こ
れ
と
あ
わ
せ
、
県
と
市
は
、
河

川
や
下
水
道
の
整
備
を
引
き
続
き
実

施
し
、
総
合
治
水
対
策
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
指

定
日
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
点
で
、

お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

　
な
お
、
岩
倉
市
の
全
域
は
、
新
川

流
域
に
あ
た
り
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
建
設
部
河
川
課

計
画
グ
ル
ー
プ
（
☎
０
５
２
―
９
５

４
―
６
５
５
５
）
ま
た
は
、
岩
倉
市

土
木
課
（
☎
３
８
―
５
８
１
３
）
、

新
川
流
域
総
合
治
水
対
策
協
議
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
（h

ttp
:// 

w
w
w
.s
o
u
g
o
-c
h
is
u
i.jp

） 

　結核予防法の一部改正により、平成１７
年４月からツベルクリン反応検査が廃
止となり直接ＢＣＧを接種します。それ
に伴い、接種年齢が現在の「生後３か月
から生後４歳未満までに接種する」から
「生後３か月から生後６か月未満までに
接種する」に変更になります。そのため、
平成１７年４月１日以降は生後６か月を過
ぎると保健センターでＢＣＧ接種を受
けることができなくなりますので、現在、
４歳未満でＢＣＧ接種がまだ済んでない
人は、平成１７年３月３１日までにお済ま
せください。３月の日程は次のとおりで
す。 
　ツベルクリン　３月９日（水）・２８日（月）
　Ｂ Ｃ Ｇ　３月１１日（金）・３０日（水） 
　対象年齢　生後３か月～４歳未満 
　実施場所　保健センター 
　問 合 先　保健センター（☎３７―３５
１１） 

ＢＣＧ接種をお忘れなく 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

▼
 

こ
う
 

げ
ん
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その他 



児
童
新
着
図
書
の
紹
介 

岩
倉
市
図
書
館 

☎
３７
―
6
8
0
4

図
書
館
ニ
ュ
ー
ス

★
わ
た
し
の
ス
ズ
メ
研
究 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
野
昌
男
　
著 

　
　
　
　
　
　
　
分
類
　
生
き
も
の 

               

　
も
っ
と
も
人
間
に
身
近
な
鳥
な
の

に
、
ス
ズ
メ
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
。
　 

　
そ
ん
な
ス
ズ
メ
の
研
究
を
４０
年
以

上
続
け
て
き
た
著
者
が
、
ど
の
よ
う

に
し
て
ス
ズ
メ
を
研
究
し
て
き
た
か
、

そ
れ
に
よ
っ
て
何
が
わ
か
っ
た
か
を
、

わ
か
り
や
す
く
紹
介
。 

★
つ
み
き
で
と
ん
と
ん 

 

　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
ま
も
る
　
絵 

　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下
文
子
　
文 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
類
　
絵
本 

               

　
つ
み
き
と
つ
み
き
、
な
ら
べ
て
と

ん
と
ん
。
や
ま
か
な
？
　
い
え
か
な

？
　
く
る
ま
か
な
？
　
さ
あ
、
み
ん

な
な
ら
何
つ
く
る
？
　
リ
ズ
ミ
カ
ル

な
文
と
可
愛
い
絵
で
読
み
聞
か
せ
に

最
適
の
絵
本
。 

   

★
雪
ぐ
に
の
巨
大
な
青
む
し 

　
　
　
と
だ
こ
う
し
ろ
う
　
作
・
絵 

★
よ
く
ば
り
す
ぎ
た
ね
こ 

　
　
　
　
さ
と
う
わ
き
こ
　
作
・
絵 

★
う
さ
ぎ
く
ん
の
ぼ
う
し 

　
　
　
　
き
し
ら
ま
ゆ
こ
　
作
・
絵 

★
ア
リ
さ
ん
の
さ
ん
ぽ 

　
　
　
　
　
こ
し
だ
ミ
カ
　
作
・
絵 

  

●
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク 

  

　
ご
家
庭
で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
の

有
効
利
用
と
、
む
だ
の
な
い
消
費
生

活
の
た
め
に
不
用
品
デ
ー
タ
バ
ン
ク

を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
物
品
の
や
り
と
り
は
、
当

事
者
の
間
で
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

登
録
物
品
（
２
月
１０
日
現
在)

　 

▼
あ
げ
ま
す
　
ソ
フ
ァ
（
３
人
掛
け
）、

掃
除
機
、
ス
ト
ー
ブ
、
ベ
ッ
ド
（
シ

ン
グ
ル
）
、
自
転
車
腰
掛
け
（
幼
児

用
）
、
フ
ラ
ン
ス
人
形
（
ガ
ラ
ス
ケ

ー
ス
入
り
）
、お
雛
様
（
２
人
雛
・
ガ

ラ
ス
ケ
ー
ス
入
り
）
、
女
児
靴
（
１７

㌢
㍍
）
、
ベ
ッ
ド
、
犬
小
屋
（
大
）
、

万
歩
計 

 

▼
求
め
ま
す
　 

入
学
式
用
ス
ー
ツ

（
小
学
校
・
男
子
）
、
子
ど
も
用
自

転
車
（
女
児
用
） 

▼
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光

係
（
☎
３
８
―
５
８
１
２
） 

  

●
携
帯
電
話
か
ら
１
１
９
番 

　
通
報
の
心
掛
け 

  

　
岩
倉
市
内
か
ら
携
帯
電
話
で
１
１

９
番
を
か
け
る
と
、
ま
ず
一
宮
市
消

防
本
部
に
つ
な
が
り
ま
す
。
火
災
・

救
急
現
場
を
特
定
し
て
か
ら
、
専
用

回
線
で
岩
倉
市
消
防
本
部
に
つ
な
が

れ
直
接
会
話
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
携
帯
電
話
は
、
今
や
日
常
の
情
報

手
段
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
携
帯

電
話
か
ら
発
信
さ
れ
る
１
１
９
番
通

報
は
、
平
成
１６
年
で
は
４
６
７
件
で

通
報
の
約
１５
㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
通
報
時
、
電
池
や
電
波

の
状
態
が
悪
く
会
話
が
途
切
れ
た
り
、

途
中
切
断
に
よ
り
通
報
内
容
が
把
握

で
き
な
い
た
め
、
出
動
に
支
障
を
き

た
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

　
よ
り
迅
速
、
確
実
に
火
災
・
救
急

に
対
応
す
る
た
め
、
で
き
る
限
り
一

般
電
話
、
公
衆
電
話
か
ら
の
通
報
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

　
な
お
、
近
年
救
急
車
の
出
動
件
数 

が
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
救
急
車

の
正
し
い
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

消
防
車
・
救
急
車
が
早
く
出
動
す
る

た
め
に
次
の
こ
と
に
つ
い
て
注
意
し

て
く
だ
さ
い 

★
か
け
る
前
に
現
場
の
住
所
、
目
標

物
を
よ
く
確
認
し
て
お
く 

★
落
ち
着
い
て
正
確
に
内
容
を
話
す 

★
電
波
が
途
切
れ
た
り
、
切
れ
た
り

す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
場

所
を
移
動
せ
ず
に
通
報
す
る
（
車
の

運
転
中
は
通
報
を
絶
対
に
し
な
い
） 

★
通
話
終
了
後
も
電
源
を
切
ら
な
い 

※
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
お
聞
き
し
ま
す
。 

▼
問
合
先
　
消
防
署
消
防
係
（
☎
３

７
―
５
３
３
３
） 

　愛知県で昨年１年間に交通事故で亡くなった人は、前年より６人増加し、
３６８人でした。都道府県別にみると、北海道に次いで全国ワースト２位に
なってしまいました。死亡事故の特徴として、当事者では、自動車の追突
事故、年齢層では、一般や高齢者の事故が多発し、また、シートベルトの
非着用者では、自動車乗車中の死者の７０㌫近くを占めています。 
　なお、岩倉市内の昨年1年間で亡くなられた人は２人でした。交差点で
の事故によるものです。 
　一方、愛知県内の人身事故は、前年より３,１１４件増加の６１,７０７件で、負
傷者数は前年より３,７０３人増加の７６,１６８人となりました。増加した事故
の特徴としては、横断中や出合頭の事故が多発し、前方不注意が主な原
因を占めています。 
　これから暖かくなり外出の機会も増えてきます。交通ルールを守り、気
をつけて行動しましょう。 

平成１７年全国交通安全年間スローガン 
★運転者（同乗者を含む）に対するもの 
　確かめよう　歩行者 スピード　車間距離 
★歩行者・自転車利用者に対するもの 
　やりません　とび出し 手ばなし　二人乗り 
★こども部門 
　よくみてね！　いっぱいのばした　もみじのて 

ストップ・ザ交通事故　高めようモラル守ろうルール 

昨年の交通事故状況をお知らせします 

す
ず 

き 

た
け
し
た 

ふ
み  

こ 

さ    

の 

ま
さ  

お 
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電話相談 相談場所 面接相談（予約制） 

南部保育園内 
子育て支援 
センター 

東部保育園内 
子育て支援 
センター 

大地町小森５ 
☎　 
３８―３９１１ 

大市場町順喜１１ 
☎　 
３８―２３８７ 

毎週 
月～金曜日 
午前９時～ 
午後４時 

毎週 
月～金曜日 
午前１０時～ 
午後３時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～４時 

毎週 
月・水・金曜日 
午後１時～３時 

※いずれも、祝日・振替休日を除きます。 

（月） 

（月） 

市 民 相 談   
市民相談室（☎３８－５８２２） 

 

お気軽にご相談ください 
 

　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室とな
っていますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休憩
をいただきます。 
■一般相談 
　とき　月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
　午前９時～午後４時 
■女性悩みごと相談 
　３月　４日（金）午後１時～３時３０分 
■外国人のための相談（岩倉市国際交流協会） 
　「こんにちはコーナー」 
　３月　６日(日)午後１時～３時 
　３月２０日(日)午後１時～３時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
　３月　８日（火）午後１時～４時 
　３月２３日（水）午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）午
前９時から、市民相談室で当月分の予約を受け付けま
す（先着順、電話可）。 
■登記相談 
　３月　９日（水）午後１時～４時 
■知的障害者相談 
　３月１０日（木）午後１時～４時 
■不動産相談 
　３月１０日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
　３月１１日（金）午後１時～４時 
■行政相談 
　３月１１日（金）午後１時～４時 
■総合福祉相談 
　３月１８日（金） 
★女性悩みごと相談 
　午前１０時～午後３時３０分 
★身体障害者相談 
　午後１時～４時 
★戦傷病者・戦没者遺族相談 
　午後１時～４時 
■年金相談 
　３月２８日（月）午前１０時～午後３時 

●心の相談電話 ☎３７－７８６７ 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、
一人でくよくよしていても、何の解決にもなりません。
経験豊かなボランティアが電話で相談をお受けします。
お気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日　午前１０時～午後４時（祝日、
振替休日を除く） 

▼
 

▼
 

 

 

み  　な  　       な     や      む     な 

  
●
教
育
相
談 

  

　
不
登
校
や
い
じ
め
、
学
校
や
家
庭

に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を 

持
つ
保
護
者
な
ど
を
対
象
に
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

▼
と
き
　
３
月
１４
日
　
・
２８
日
　
午

後
１
時
〜
４
時
（
原
則
と
し
て
毎
月

第
２
・
第
４
月
曜
日
） 

▼
と
こ
ろ
　
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー 

「
く
す
の
き
の
家
」
適
応
指
導
教
室

お
お
く
す
相
談
室
（
中
本
町
西
出
口

１５
―
１
） 

▼
相
談
員
　
久
保
亮
さ
ん
（
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
） 

▼
そ
の
他
　
電
話
で
の
相
談
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
（
予
約
優
先
）
。 

▼
問
合
先
　
適
応
指
導
教
室
（
☎
３

８
―
０
３
０
０
） 

  

●
子
育
て
相
談 

  

　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

乳
幼
児
の
子
育
て
に
関
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

　
「
よ
く
動
き
回
っ
て
じ
っ
と
し
て

い
な
い
」
「
こ
の
ご
ろ
イ
ヤ
イ
ヤ
ば

か
り
で
困
っ
て
し
ま
う
わ
」
「
近
く

に
遊
ぶ
子
や
遊
び
場
が
な
い
け
ど

…
」
「
一
日
中
子
ど
も
の
世
話
で
母

の
気
が
休
ま
ら
な
い
」
な
ど
な
ど
。 

　
ひ
と
り
で
考
え
込
ま
ず
に
一
緒
に

考
え
ま
し
ょ
う
。
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り 

                

▼
問
合
先
　
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
南
部
保
育
園
内
☎
　
３
８
―

３
９
１
１
、
東
部
保
育
園
内
☎
　
３

８
―
２
３
８
７
） 

指 名 競 争 入 札 結 果  

工　　事　　名　　等 工　事　場　所　等 契　約　業　者　名 契約金額（円） 期　　間 

（１月２７日） 

２/１～３/３１ ２,３１０,０００ カーブミラー設置工事 

五条児童遊園返還用地整地等工事 

㈲関戸建設 

２/１～３/１７ １,７３２,５００ 

石仏町外地内 

㈲八信建設 曽野町渡り所３４番地 

 

く   

ぼ  

ま
こ
と 

　岩倉市では、昨年から河川管理者である愛知県や警備をお願いし
ている警察から、河川管理や安全性の面での指導を受けていること、
周辺住民への迷惑や五条川の景観を害するなどの理由により、五条
川堤防への桟敷を設置しておりません。また、市民の皆さんが設置
されていました桟敷についても同様にご協力いただきました。 
　今年も昨年に引き続き、桟敷の設置はご遠慮くださいますようお
願いします。 
　問合先　商工農政課商工観光係（☎３８―５８１２） 

桟敷設置をご遠慮ください 

▼  
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No.53

岩
倉
を
お
も
い
や
り
あ
ふ
れ
る

ま
ち
に 
 

　
　
　
大
野
代
志
子
さ
ん（
本
町
） 

 

　
今
回
は
、
小
杉
美
智
子
さ
ん
の
紹
介
で
、
本
町

の
大
野
代
志
子
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。 

　
大
野
さ
ん
は
岩
倉
生
ま
れ
の
岩
倉
育
ち
。
ご
主

人
と
２
人
の
お
子
さ
ん
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
の

６
人
家
族
で
す
。 

　
学
生
の
と
き
デ
ザ
イ
ン
を
専
攻
し
た
大
野
さ
ん

は
、
「
手
」
を
使
っ
て
「
も
の
」
を
作
り
出
す
機

会
が
無
く
な
り
つ
つ
あ
る
今
の
子
ど
も
た
ち
の
た

め
に
、
自
宅
で
美
術
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。
　

　
ま
た
、
岩
倉
北
小
学
校
で
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
も
参
加
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
過
ご
す
時
間
を
大
切
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

　
大
野
さ
ん
は
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
だ
経
験

か
ら
、
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
」
に
つ
い
て

の
関
心
も
高
く
、
市
が
振
興
指
針
を
策
定
す
る
と

き
に
募
集
し
た
委
員
に
応
募
し
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
開
催
や
、
指
針
の
取
り
ま
と
め
に
活
躍
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
、
一
緒
に
委
員
を
し
た
仲
間
の
皆

さ
ん
を
中
心
に
「
い
わ
く
ら
・
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
研
究
会
」
と
い
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を

作
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

　
研
究
会
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校
で
「
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
出
前
講
座
」
を
開
催
し
、
身

近
に
あ
る
物
や
施
設
な
ど
分
か
り
や
す
い
例
を
通

し
て
、
「
す
べ
て
の
人
に
や
さ
し
い
」
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
心
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い

ま
す
。
感
受
性
の
豊
か
な
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て

い
く
こ
と
で
、
人
を
思
い
や
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
考
え
方
が
、
た
く
さ
ん
の
人
に
広
が
っ

て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
活
動
を
続
け
て
い
る
そ
う

で
す
。 

　
大
野
さ
ん
は
、
「
岩
倉
が
将
来
、
誰
も
が
気
さ

く
に
あ
い
さ
つ
し
合
え
る
よ
う
な
、
思
い
や
り
に

あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
」
と
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
紹
介
者
は
、
石
仏
町
の
後
藤
き
え
子
さ
ん
で
す
。 

　
次
回
は
、
後
藤
さ
ん
に
リ
レ
ー
ト
ー
ク
！ 

お
お   

の      

よ     

し     

こ 

こ 

す
ぎ   

み     

ち    

こ 

ご  

と
う 

こ 

　
下
本
町
の
田
上
裕
二
・
和
子
さ
ん
の
長

男
海
斗
く
ん
（
５
歳
）
、
次
男
颯
斗
く
ん

（
３
歳
）
、
三
男
涼
斗
く
ん
（
２
歳
）
。 

 

●
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
我
が
家
の
「
だ
ん
ご
三
兄
弟
」
で
す
。

情
報
豊
か
な
時
代
で
す
が
、
人
と
し
て
の

「
心
・
思
い
や
り
」
を
忘
れ
ず
、
兄
弟
仲

良
く
助
け
合
え
る
素
敵
な
大
人
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
ね
！ 

　
パ
パ
は
３
人
が
大
人
に
な
り
、
一
緒
に

お
酒
を
酌
み
交
わ
せ
る
日
を
今
か
ら
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
パ
・
マ
マ
よ
り 

た  

が
み 

ゆ
う  

じ 

か
ず 

こ 

涼
斗
く
ん 

海
斗
く
ん 

颯
斗
く
ん 

り
ょ
う  

と 

か
い   

と 

は
や   

と 

（右） （中） （左） 
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向こう三軒両隣
　　　　　)))あなたの町は大丈夫？

お　 がさ　わら　  み　　よ　   こ 

●あいち防災リーダー　　小笠原三代子 

　
大
山
寺
元
町
の
神
野
芳
彰
・
詩
織
さ
ん

の
長
男
結
希
く
ん
（
１
歳
）
。 

 

●
お
母
さ
ん
の
一
言 

　
生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
本
当
に
あ
り
が

と
う
。
結
希
の
日
々
の
め
ざ
ま
し
い
成
長

や
と
び
っ
き
り
の
笑
顔
で
、
毎
日
子
育
て

を
楽
し
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
よ
。 

　
ご
飯
も
毎
日
残
さ
ず
「
も
り
も
り
♪
」

食
べ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。 

　
今
は
ま
だ
、
と
て
も
寂
し
が
り
や
さ
ん

だ
け
ど
、
た
く
ま
し
く
優
し
い
男
の
子
に

成
長
し
て
ネ
。 

じ
ん  

の  

よ
し 

あ
き 

し
　
お
り 

結
希
く
ん 

ゆ
う   

き 

　一人一人の市民が災害に立ち向かうため、なすべき
事は何かを考え、「誰かがやってくれる」ではなく「自
分がやらなければ」という認識を持つことが大切です。 
　災害発生時には、乗り越えるべき三つのハードルが
あります。 
１　災害から「いのち」を守る 
２　その後の生活を守る 
３　新たな生活を再建する 

　災害時には道路も寸断され、交通手段もありません。
「遠くの親戚より近くの他人」が大切です。地域が一
丸となって助け合いましょう。 
　日ごろから近所づきあ
いを大切にし、地域との
コミュニケーションを図
っておきましょう。 
　行政とも連携しながら、
「自助」「互助」「公助」
で災害に強くなりましょ
う。 

「自助」「互助」「公助」で 
こうしたハードルを乗り越えましょう。 

自 助 
（自らの命を守る 
ためにすること） 

互 助 
（自分の命が 
助かったら） 

公 助 
（行政機関の対応） 

★東海地震では注意情報が発令されます。速やかに避 
難場所へ避難できるように心がけておきましょう。 

家の耐震対策　　家具の転倒防止 
非常持ち出し品の準備 
避難場所の確認 

緊急対応 
被災者の支援 
復旧・復興対応 

家族のいのちを守る 
隣近所の安否を確認する 
地域住民の安否を確認する 

 

災
害
が
発
生
し
た
ら 

自 分 の い の ち を 守 る  

家 族 の い の ち を 守 る  

隣 近 所 の 安 否 を 確 認 す る  

地 域 の 安 否 を 確 認 す る  
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学 校 給 食 週 間学 校 給 食 週 間
　
給
食
に
つ
い
て
家
族
や
友
だ
ち
と
話
し
合
う
機
会

を
も
つ
こ
と
で
、
学
校
給
食
の
歴
史
や
食
事
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
給
食
に
一
層
関
心
を
持
た
せ
る
こ

と
を
目
的
に
、
１
月
２４
日
　
〜
２８
日
　
に
学
校
給
食

週
間
を
実
施
し
ま
し
た
。
 

そ
の
活
動
は
、
 

○
 
学
校
給
食
の
歴
史
や
郷
土
料
理
の
献
立
等
に
つ

い
て
、
給
食
委
員
会
の
児
童
が
放
送
で
伝
え
る
。
 

○
 
給
食
セ
ン
タ
ー
で
働
く
方
や
配
膳
員
さ
ん
に
感

謝
の
気
持
ち
を
手
紙
で
伝
え
る
。
 

○
 
市
長
・
教
育
長
・
栄
養
士
さ
ん
な
ど
に
子
ど
も

の
こ
ろ
の
給
食
等
に
つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
、
テ

レ
ビ
放
送
で
紹
介
す
る
。
 

と
い
う
も
の
で
し
た
。
 

             　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
の
様
子
を
テ
レ
ビ
放
送
で

見
た
児
童
の
ほ
と
ん
ど
か
ら
、
給
食
の
あ
り
が
た
さ

や
セ
ン
タ
ー
の
方
へ
の
ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
 

（月） 

（金） 

ふれあい給食
　私たちの学級に市長さんが来て一
緒にふれあい給食をしました。市長
さんの話の中で、市長さんの子ども
のころは脱脂粉乳だけとか、みそ汁
の野菜はみんなで持ち寄って作って
いたことなどを知りました。昔と違
って今は、ごはんやおかずもあって
ぼくは幸せです。市長さんとふれあ
えてとてもよかったです。 
　　　　　　　　６－１　高本亮多 

　今回のふれあい給食で、私たちの
クラスには指導主事の先生が来て下
さいました。私は給食委員なので、
「昔の給食と比べて違うところは何
ですか？」と質問しました。昔は今
のようにおいしい給食ではなかった
と聞き、もっと感謝して食べようと
思いました。私は毎日おいしい給食
が食べられ、幸せだと思いました。
　　　　　　　５－２　吉田絵巳香 

　学校教育課長さんのお話を聞いて、
昔は戦争が終わった後だから物資が
不足し、今とは全然ちがう給食のメ
ニューだったことが分かりました。
牛乳も脱脂粉乳でおいしくなかった
と聞きました。今の私たちは、ぜい
たくだなあと思いました。課長さん
の好きなメニューはカレーライスだ
そうです。私たちとおなじだなあと
思いました。 
　　　　　　　　５－１　安井泉帆 

　教育長さんは思っていたより優し
そうな人でした。質問をした時、「昔
の給食は、家から野菜を持ってきて、
給食室でお母さん達が作っていた」
と言う事を教えてくれました。昔の
給食は、今と違うのだなぁと思いま
した。その他にも、いろんな話が聞
けたので勉強になりました。　 
　　　　　　　　６－２　伊藤瑠美 

　今日のふれあい給食で、教育部長
さんがみえて、ドキドキしました。
部長さんの話を聞いて、今はとって
もおいしい給食なのに昔は違ったの
だと思って本当にびっくりでした。
だから給食をつくってくれる給食セ
ンターの人に感謝しながら食べよう
と思いました。 
　　　　　　　６－３　松山ちひろ 

　今日、栄養士さんが私たちの教室
に来てくださいました。質問の答え
で一番びっくりしたのは、岩倉には
７校あるのに、給食をつくるのに２
時間半しかかからないそうです。思
ったより早くできるので、すごいと
思いました。これからは、感謝の気
持ちを持って食べたいと思いました。 
　　　　　　　５－４　川井友美子 

　ぼくは、ふれあい給食で司会をし
ました。さすがのぼくでも給食セン
ター長さんということもあって、と
ても緊張しました。「いただきます」
という言葉が、なかなか出てこなく
てとても困りました。そのあとから
は、インタビューがちゃんと言えて
なんとか成功することができました。
　　　　　　　　５－３　横井友祐 

　１月２５日（火）のふれあい給食
も市長さんはじめ多くの人にお越し
いただき楽しい雰囲気で時を過ごす
事ができました。 

よし   だ　 え     み     か 

まつ やま 

たか もとりょう    た 

い   とう   る    み 

よこ   い   ゆう すけ かわ   い      ゆ    み     こ 

やす   い   いず   ほ 

曽野小学校 
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広報に掲載した写真をさしあげます。 
●申込先  企画課広報広聴係（☎38-5802）まで。 

　２月１２日、公民館で子ども将棋大会が開催され
ました。 
　この行事は公民館が主催し、子どもたちに日本の
伝統文化に親しんでもらうために今回初めて行われ
たもので、小学生１４人、中学生６人が参加しました。
盤面を見つめながら次の一手を考える表情は、どの
子も真剣そのもの。静かな室内で熱い戦いが繰り広
げられていました。 

　熱戦の末、小学生の部では岩田竣成くん（曽野小

４年）、中学生の部では田中真史くん（岩倉中３年）
がそれぞれ優勝しました。 

次の一手は…　　　  
～子ども将棋大会～ 

　２月６日、公民館で国際交流協会による世界のお
惣菜が開催され、２２人の市民の皆さんが参加しま
した。 
　今回は、ロシア出身のナターリャさんを講師に迎え、
ロシアの代表的な家庭料理「ボルシチ」などを調理
しました。 
　参加した皆さんは、講師の説明を熱心に聞きなが
らも楽しくロシア料理に挑戦しました。 

ロシア料理を作ってみよう 
～世界のお惣菜「ロシア編」～ 

　２月１３日、総合体育文化センターで音楽連盟わ
くわくコンサートが開催されました。 
　この催しは、岩倉市音楽連盟が主催するもので、
各部門から３団体が出演して日ごろの練習の成果を
発表しました。 
　この日は、管楽器・ギター部門のサウンズ・フェ
ローズ・ジャズ・オーケストラ、民謡部門の民謡藤
川会（写真）、コーラス部門の合唱団アフェットの
皆さんが出演しました。衣装や演出に工夫を凝らす
などそれぞれが個性豊かな舞台を披露し、会場を訪
れた皆さんから大きな拍手を受けていました。 

三つの個性で華やかに 
～音楽連盟わくわくコンサート～ 

いわ　た　しゅんせい 

た　なか　まさ　し 
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古紙配合率100％再生紙を使用しています この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 白色度70％ 
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　休日急病診療（渡部照和　渡部耳鼻咽喉科） 
朝市/東町 
いわくら五条川マラソン 

はつらつ元気くらぶ（第五児童館）　★4か月児健康診査 
分別収集/中本町･東町･中野町･鈴井町 
古紙と古着の日/八剱町・井上町・神野町・石仏町 

★風しん 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

夕市/ＪＡ岩倉支店 

野菜の広場/岩倉駅地下道 

★ツベルクリン 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

★乳幼児健康相談　★母親教室第３回 

★判定・ＢＣＧ　はつらつ元気くらぶ（岩倉病院） 
分別収集/東新町（岩倉団地） 

　休日急病診療（有馬良成　有馬医院） 
※市役所市民スペースはお休みです。 

★離乳食教室　★１歳６か月児健康診査 
分別収集/八剱町・井上町・神野町・石仏町 
古紙と古着の日/中本町･東町･中野町･鈴井町 

朝市/岩倉団地 
野菜の広場/岩倉駅地下道 

火 

★３歳児健康診査 
分別収集/大地町・大地新町・中央町・南新町・川井町・北島町・野寄町 
古紙と古着の日/泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 

はつらつ元気くらぶ（南部老人憩の家） 
分別収集/曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・大山寺本町・五条町・大市場町 
古紙と古着の日/下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 

「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

～八剱町かいわい～ 

●発行/岩倉市役所 
〒482-8686 愛知県岩倉市栄町一丁目66番地 
☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 
●編集/総務部企画課広報広聴係 
●毎月2回 1日・15日発行 
●岩倉市ホームページアドレス 
http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48，432人（＋44人） 
            男性/24，153人（＋31人） 
            女性/24，279人（＋13人） 
          世帯数/19,356世帯（＋26世帯） 
                （2月1日現在） 

★印は保健センター 
休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
岩倉市のホームページをご覧ください。 
万歩計貸し出し、健康チェックの日、母子健康手帳 
交付は毎週木曜日です。 
※毎週金曜日（祝日を除く）は、市民窓口課の証明 
発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　�0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　�66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　�38-3119

　八剱町交差点の少し南側の辻に地蔵堂があります。 

　この道は、下本町から八剱町を抜けて井上町へと岩倉市を中心部

から北へ抜ける幹線道路で、多くの車が行き来する道ですが、この

辺りには、古くからの道筋の名残が残されていて、地蔵堂も周りの

町並みに溶け込んでいます。 

　八剱町では、氏神様の祭礼とは別に、８月に「地蔵盆」が行われ、

地域の子どもたちにも馴染み深い存在として親しまれています。子

どもを守ると言われるお地蔵様が、現在も大切にされています。 
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